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概要・基本設定

概要・基本設定

本製品は、Webブラウザーを利用したグラフィカル・ユーザー・インターフェース（GUI）をサポートして

います。Webブラウザーから本製品にアクセスして、設定の変更や参照を行うことも可能です。Web GUI

の使用について説明します。

設定環境

本製品でWeb GUIを使用する場合は、下記の環境でご使用ください。

• 対応OSは、Windows XP、Windows VistaおよびWindows 7です。Webブラウザーは、Microsoft

Internet Explorer 6（Windows版）以上を使用してください。

• 1024× 768以上の解像度のモニターを使用して頂くことをおすすめします。

• ファイル管理は、Internet Explorerの HTTP機能を利用します。

✎ 1024× 768以上の解像度のモニターでない場合、一部のフレームが表示されないことがあります。

✎ 「ポップアップをブロックする」が有効な場合、本機能を使用することはできません。「ツール」メニューの「イ

ンターネットオプション」を選択し、「プライバシー」の「ポップアップ ブロック」の設定において、本製品の

IPアドレスを許可する設定としてください。

✎ Internet Explorer 7以上を使用し、コンフィグファイルやファームウェアを転送する場合は、事前に設定が必要
となります。詳細は「Web GUI」/「マネージメント」をご覧ください。

設定の準備

本製品のWeb GUI機能を使用するためには、まず、下記の設定を行います。

• 本製品の IPアドレスを設定する

• 本製品のHTTPサーバー機能を有効にする

✎ Web GUIを使用するには、あらかじめコンソールターミナルからログインし、本製品に IPアドレス等を設定し
ておく必要があります。IPの設定については、「IP」/「概要・基本設定」をご覧ください。 HTTPサーバー機
能については、「運用・管理」/「HTTPサーバー」をご覧ください。

本製品にアクセスする手順は、下記のとおりです。

1. Webブラウザーを起動します。

2. 「アドレス」に、スイッチの IPアドレスを入力し、「Enter」キーを押します。

3. パスワードの入力ダイアログボックスが表示されます。

「ユーザー名」と「パスワード」を入力します。ここでは、デフォルト設定の「manager」と「friend」

を入力するものとします。入力したら、「OK」をクリックします。
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概要・基本設定

4. ログインに成功すると、下記の画面が表示されます。

✎ デフォルトのパスワードを使い続けることはセキュリティー上好ましくありませんので、初回ログイン時に変更

することをおすすめします。詳細は「運用・管理」/「システム」をご覧ください。

Web GUI CentreCOM GS900M V2シリーズ コマンドリファレンス 2.3.2
613-001180 Rev.E

7



概要・基本設定

✎ 本製品は、同時に複数のユーザーが、Webインターフェースからログインすることが可能です。一方のユーザー
が設定を変更した後に、別のユーザーが同じ設定を変更した場合、設定は上書きされますのでご注意ください。

画面構成

設定画面は、下記の 4つのエリアで構成され、それぞれフレームで分割されています。

トップエリア

トップエリア（画面上部のフレーム）には、製品名、現在選択されているメニューの項目、ファームウェア

バージョン、本製品のMACアドレスが表示されます。

現在選択されている項目は、「大項目－小項目」の形式で表示されます。

大項目として表示されるのは、メニュー項目をグループ単位で分割するグループ名です。小項目として表示

されるのは、メニュー項目の最小単位の機能名です。どちらも、後述のメニューエリアにも表示されます。

メニューエリア

メニューエリア（画面左のフレーム）には、メニューがツリー状に表示されます。
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概要・基本設定

メニューの大項目（グループ名）をクリックすると、小項目が表示されます。

小項目（機能名）をクリックすると、選択された項目は黄色で表示され、後述のメインエリアに、その機能

に関する設定項目や現在の設定状態が表示されます。

メニューの大項目は、下記のとおりです。

■システム設定（詳細は、「システム設定」をご覧ください）

✎ PoEは対応機種（GS908M V2-4PS）のみ表示されます。

■スイッチ設定（詳細は、「スイッチ設定」をご覧ください）
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概要・基本設定

■セキュリティー設定（詳細は、「セキュリティー設定」をご覧ください）

■機器監視（詳細は、「機器監視」をご覧ください）

■マネージメント（詳細は、「マネージメント」をご覧ください）
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概要・基本設定

メニューの上には、「保存」、「終了」の 2つのボタンがあります。

2つのボタンの機能は次のとおりです。

• 「保存」：現在の設定内容（メモリー上の設定内容）をスクリプトファイルに保存します

• 「終了」：表示しているウィンドウを閉じ、操作を終了します

メインエリア

メインエリア（画面右のフレーム）には、メニューエリアで選択した小項目（機能名）に関する、設定項目

や現在の設定状態が表示されます。

メインエリアでの基本的な操作方法については、後述の「メインエリアの操作方法」を参照してください。

コピーライトエリア

コピーライトエリア（画面下部のフレーム）には、弊社のロゴとコピーライトが表示されます。

メインエリアの操作方法

メインエリアでよく使用するボタンなどの操作方法は、次のとおりです。

■「設定」ボタン
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概要・基本設定

「設定」ボタンをクリックすると、設定の変更が本製品に反映されます。

ただし、「設定」ボタンをクリックしただけでは、設定内容はスクリプトファイルに保存されませんので、本

製品を再起動すると、設定は元に戻ってしまいます。

設定内容をスクリプトファイルに保存するには、メニューエリアの上にある、「保存」ボタンをクリックして

ください。

次の設定の変更は、再起動後に有効になります。次の設定を変更した場合は、本製品を再起動してください。

• QoSの有効/無効

✎ 「設定」ボタンをクリックして設定を変更すると、メニューエリアの「保存」ボタンの色が赤くなります。設定

を保存する必要がある場合は、「保存」ボタンをクリックするのを忘れないようにしてください。

■「リセット」ボタン

「リセット」ボタンをクリックすると、設定の変更や入力した値が、変更前の状態に戻ります。

✎ 設定の変更や値の入力後に「設定」ボタンを押した場合は、変更前の状態には戻りません。

■「追加」ボタン

グループやエントリーを追加します。設定のダイアログボックスが表示されますので、そこで必要な設定を

行います。

✎ ここで表示される設定項目には、デフォルトの設定値が表示されます。

■「変更」ボタン

グループやエントリーの設定を変更します。設定のためのダイアログボックスが表示されますので、そこで

必要な変更を行います。

✎ ここで表示される設定項目には、現在の設定値が表示されます。

■「削除」ボタン

グループやエントリーを削除します。

その他の操作方法については、各メニューの説明を参照してください。

現在の設定の保存

設定の変更を行い、メニューエリアの「設定」ボタンをクリックすると、設定の変更は、ただちに、本製品

に反映されます。

ただし、「設定」ボタンをクリックしただけでは、設定内容はスクリプトファイルに保存されませんので、本

製品を再起動すると、設定は元に戻ってしまいます。

次回の起動時以降も現在と同じ設定を使いたい場合は、設定内容を設定ファイルとして保存し、起動時にそ

のファイルを使用するように指定しなければなりません。

設定内容を設定ファイルに保存するには、メニューエリアの上にある、「保存」ボタンをクリックしてくだ

さい。

✎ 「設定」ボタンをクリックして設定を変更すると、メニューエリアの「保存」ボタンの色が赤くなります。設定

を保存する必要がある場合は、「保存」ボタンをクリックするのを忘れないようにしてください。
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概要・基本設定

「保存」ボタンをクリックすると、「コンフィグレーション保存」が表示されます。

次の 3つの保存方法の中から 1つを選択し「設定」ボタンをクリックすると、現在の設定内容が設定ファイ

ルに保存されます。

「キャンセル」ボタンをクリックすると、設定は保存されません。

• 「起動時設定ファイルに保存する」：「起動時設定ファイル」に設定されている設定ファイルに、設定

を保存

• 「既存ファイルに保存する」：選択したファイルに設定を保存

• 「新規ファイルに保存する」：ファイルを新規に作成し、設定を保存

設定の終了

Web GUIによる設定を終了する場合は、メニューエリアの「終了」ボタンをクリックします。

「終了」ボタンをクリックすると、終了確認のダイアログボックスが表示されます。

「はい」ボタンをクリックすると、ウィンドウが閉じられます。

「いいえ」ボタンをクリックすると、元の設定画面に戻ります。

Web GUI CentreCOM GS900M V2シリーズ コマンドリファレンス 2.3.2
613-001180 Rev.E

13



概要・基本設定

HTTPサーバー機能の無効化

Web GUIを使用しない場合は、セキュリティーを高めるために、HTTPサーバー機能を無効にしてください。

HTTPサーバー機能については、「運用・管理」/「HTTPサーバー」をご覧ください。

コマンドラインインターフェースとの機能の違い

コマンドラインインターフェースで可能なことは、Web GUIでも基本的には可能ですが、次の項目につい

ては、Web GUIでは実行することができません。

• PING

• DHCPクライアント機能の有効/無効

• SNTPモジュールの設定消去

• SNTPモジュールのリセット

• ログ設定の削除

• コンソール（ログインセッション）の 1画面当たりの表示行数の設定

• スパニングツリープロトコルの設定消去

• QoSの設定の消去

• フラッシュメモリーの初期化

• ファイルのコピー

• スクリプトの実行

• コマンド入力の補完機能の設定

• 表示コマンドの一部の項目が表示されない

• 受信レート検出のフレーム種別設定
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システム設定

システム設定

システム

システム情報や IPアドレス情報に関する設定、および、ログインパスワードの設定を行います。

システムの詳細については、「運用・管理」/「システム」をご覧ください。

「運用・管理」/「システム」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしていますが、Web

GUIでも同じことができます。

システム設定

システム名などの設定を行います。

■システム名 (SysName)

システム名を入力します。

■設置場所 (SysLocation)

設置場所を入力します。

■責任者 (SysContact)

連絡先を入力します。

IP設定

Web GUI CentreCOM GS900M V2シリーズ コマンドリファレンス 2.3.2
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システム設定

IPアドレス情報に関する設定を行います。

IP設定の詳細については、「IP」/「概要・基本設定」をご覧ください。

「IP」/「概要・基本設定」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしていますが、Web GUI

でも、下記の項目以外は同じことができます。

• PING

• DHCPクライアント機能の有効/無効

✎ IPアドレスに関する設定を変更すると、本製品との通信ができなくなる可能性がありますので、ご注意ください。

■ IPアドレス (IP)

システムに割り当てる IPアドレスを設定します。

■サブネットマスク (SubnetMask)

サブネットマスクを設定します。省略時は IPアドレスのクラス標準マスクが用いられます。

■ゲートウェイアドレス (Gateway)

ゲートウェイアドレスを設定します。ルーターを介して通信を行う場合に設定します。

■インターフェース (VLAN)

IPアドレスを割り当てるインターフェース（VLAN）を設定します。

■ディレクティドブロードキャスト応答（DirectedBroadcast）

ディレクティドブロードキャスト PINGへ応答するかどうかを設定します。

パスワード

ログインパスワードを設定します。

「変更」ボタンをクリックすると、パスワード変更のダイアログボックスが表示されます。
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システム設定

■現パスワード

現在のパスワードを入力します。入力したパスワードは、「・」で表示されます。

■新パスワード

新しいパスワードを入力します。入力したパスワードは、「・」で表示されます。

■新パスワード（再入力）

確認のために、もう一度新しいパスワードを入力します。入力したパスワードは、「・」で表示されます。

時間

本製品では、システム時間の手動設定、および、SNTP（Simple Network Time Protocol）を利用した時刻

設定が可能です。

SNTPの詳細については、「運用・管理」/「SNTP」をご覧ください。

「運用・管理」/「SNTP」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしていますが、Web GUI

でも、次の項目以外は同じことができます。

• SNTPモジュールの設定消去

• SNTPモジュールのリセット

システム時間

内蔵時計の日付と時刻を設定します。

■年/月/日

日付を入力します。

■時:分:秒

Web GUI CentreCOM GS900M V2シリーズ コマンドリファレンス 2.3.2
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システム設定

時刻を入力します。

NTP

SNTPに関する設定を行います。

■ NTP有効

SNTPモジュールを有効にする場合に、チェックを付けます。

SNTPモジュールを無効にする場合に、チェックを外します。

■タイムゾーン (UTC offset)

協定世界時からのオフセットを指定します。定義済みのタイムゾーン名をリストから選択します。

■ UTC offset

現在設定されている、協定世界時（UTC）からのオフセットが表示されます。

■ NTPサーバー (NTP Peer)

時刻同期をとる SNTPサーバーの IPアドレスを設定します。SNTPサーバーは 1つしか設定できません。

■ NTPポート番号

SNTPサーバーのUDPポートを設定します。

SNMP

ネットワーク管理プロトコル SNMP（Simple Network Management Protocol）を利用するための設定を

行います。

SNMPの詳細については、「運用・管理」/「SNMP」をご覧ください。

「運用・管理」/「SNMP」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしていますが、Web GUI

でも同じことができます。
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SNMP基本設定

■ SNMP有効

SNMPモジュールを有効にする場合にチェックを付けます。

SNMPモジュールを無効にする場合にチェックを外します。

■ SNMPポート番号

SNMP（get/set）のリスニングポートを変更します。

■トラップポート番号

SNMPトラップのリスニングポートを変更します。

■生成トラップ

トラップの生成を有効にするトラップにチェックを付けます。

トラップの生成を無効にするトラップのチェックを外します。

「すべて選択」ボタンをクリックすると、すべてのトラップにチェックが付きます。

「すべて解除」ボタンをクリックすると、すべてのトラップのチェックが外れます。
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システム設定

✎ PoEトラップは対応機種（GS908M V2-4PS）のみ表示されます。

■リンクアップ/リンクダウントラップ生成（Interface）

リンクアップ/リンクダウントラップを生成するインターフェースにチェックを付けます。

リンクアップ/リンクダウントラップを生成しないインターフェースのチェックを外します。

「すべて選択」ボタンをクリックすると、すべてのポートにチェックが付きます。

「すべて解除」ボタンをクリックすると、すべてのポートのチェックが外れます。

■ SNMPコミュニティー

作成されているコミュニティーの一覧が表示されます。

SNMPコミュニティーの作成

SNMPコミュニティーを作成するには、「追加」ボタンをクリックします。

「追加」ボタンをクリックすると、「SNMPコミュニティー -追加」が表示されます。

次の項目を設定します。
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■「コミュニティー名 (Community)」

コミュニティー名を入力します。

■「本コミュニティーを有効にする」

作成したコミュニティーを有効にする場合にチェックを付けます。

無効にする場合はチェックを外します。

■「管理ステーション (Manager)」

SNMPオペレーションを許可する管理ステーションを指定します。

■「アクセス権（Access）」

コミュニティーのアクセス権をリストから選択します。

■「アクセス許可 (Open)」

「管理ステーション (Manager)」で指定したホストだけでなく、すべての SNMPリクエストを受け入れる

場合にチェックを付けます。

■「本コミュニティーにトラップ送出」

作成した SNMPコミュニティーにおけるトラップの生成を有効にする場合にチェックを付ける。無効の場

合は、チェックを外します。

■「トラップ送信先ホスト (TrapHost)」

SNMPトラップの送信先ホストを指定します。

■「送出トラップ」

送出するトラップにチェックを付けます。送出しないトラップのチェックを外します。

✎ PoEトラップは対応機種（GS908M V2-4PS）のみ表示されます。

SNMPコミュニティーの設定変更

作成されたコミュニティーの一覧から、設定を変更したいコミュニティーにチェックを付けて「変更」ボタ

ンをクリックすると、「SNMPコミュニティー -変更」が表示されます。ここでコミュニティーの設定の変

更や、管理ステーション、トラップホストの追加/削除を行います。

SNMPコミュニティーの削除

作成されたコミュニティーの一覧から、設定を変更したいコミュニティーにチェックを付けて「削除」ボタ

ンをクリックすると、確認のダイアログボックスが表示されます。「OK」ボタンをクリックすると、コミュ

ニティーは削除されます。「キャンセル」ボタンをクリックすると、コミュニティーは削除されません。

ログ

ログ機能の設定を行います。

ログ機能の詳細については、「運用・管理」/「ログ」をご覧ください。

「運用・管理」/「ログ」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしていますが、Web GUI

でも、下記の項目以外は同じことができます。
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• ログ設定の削除

ログ設定

■ログ有効

ログ機能を有効にする場合に、チェックを付けます。

ログ機能を無効にする場合に、チェックを外します。

■ログ出力先 (Output)

ログ出力先を指定します。

メモリーに出力する場合は、「メモリー (PERMANENT)」にチェックを付けます。

syslogサーバーに出力する場合は、「syslogサーバー (SYSLOG)」にチェックを付けます。

✎ ログ機能を有効にし、出力先を「メモリー (PERMANENT)」に設定している場合は、機器監視のログメニュー
で、ログを表示させることができます。

■出力ログレベル (Severity)

出力先がメモリー (PERMANENT)の場合のメッセージのログレベルを指定します。「レベル」と比較演算

子をリストから選択します。

■ syslogサーバーアドレス

syslogのメッセージの転送先 IPアドレスを指定します。

■ syslogポート番号

syslogサーバーへのUDPポートを指定します。

■ syslogレベル (Severity)
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出力先が syslogサーバー (SYSLOG)の場合のメッセージのログレベルを指定します。「レベル」と比較演算

子をリストから選択します。

■ファシリティー (Facility)

syslogサーバーへ送信するログファシリティー値をリストから選択します。

アクセスフィルター

本製品宛ての通信に適用するセキュリティー機能に関する設定を行います。

アクセスフィルターの詳細については、「運用・管理」/「アクセスフィルター」をご覧ください。

「運用・管理」/「アクセスフィルター」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしています

が、Web GUIでも同じことができます。

サービス設定

アクセスフィルター機能を有効にしたいサービスに、チェックを付けます。

各サービスに対応するデフォルトの処理をリストから選択します。

エントリーの追加

Web GUI CentreCOM GS900M V2シリーズ コマンドリファレンス 2.3.2
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システム設定

「エントリー設定」で、エントリーを追加するサービスを選択します。

アクセスフィルターのエントリーを作成するには、「追加」ボタンをクリックします。

「追加」ボタンをクリックすると、「アクセスフィルター -追加」が表示されます。

次の項目を入力します。

■サービス (Service)

「エントリー設定」で選択したサービス名が表示されます。

■ IPアドレス (IP)

フィルタリング対象の IPアドレスを指定します。

■アクション（Action）

パケットがフィルターの条件に一致したときのアクションをリストから選択します。

■マスクパターン (Mask)

マスクパターンを指定します。

■ポート (Ports)

アクセスフィルター機能を有効にするスイッチポート番号にチェックを付けます。

アクセスフィルター機能を無効にするスイッチポート番号のチェックを外します。

エントリーの設定変更

作成されたエントリーの一覧から、設定を変更したいエントリー番号にチェックを付けて「変更」ボタンを

クリックすると、「アクセスフィルター-変更」が表示されます。ここでアクセスフィルターの設定の変更を
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行います。

エントリーの削除

作成されたエントリーの一覧から、設定を変更したいエントリー番号にチェックを付けて「削除」ボタンを

クリックすると、確認のダイアログボックスが表示されます。「OK」ボタンをクリックすると、エントリー

は削除されます。「キャンセル」ボタンをクリックすると、エントリーは削除されません。

トリガー

エコトリガーの設定を行います。

エコトリガーの詳細については、「省エネ機能」/「概要・基本設定」をご覧ください。

「省エネ機能」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしていますが、Web GUIでも同じこ

とができます。

基本設定

■トリガー機能有効

エコトリガー機能を有効にする場合チェックを付けます。

エコトリガー機能を無効にする場合チェックを外します。
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トリガー設定

作成されているエコトリガーの一覧を表示しています。

追加

「追加」ボタンをクリックすると「トリガー設定-追加」が表示されます。ここでエコトリガーの設定の変更

を行います。

■トリガー番号

トリガー番号（1～10）を設定します。

■トリガー名（Name）

トリガー名を設定します。

■本トリガーを有効にする
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エコトリガーを有効にする場合チェックを付けます。

エコトリガーを無効にする場合チェックを外します。

■トリガーの種類

Power Saveのみ。

■パワーセーブモード（PSMode）

パワーセーブのモードをリストから選択します。

■起動時刻　時：分（StartTime）

トリガーの起動時刻を指定します。

■受電機器 (PoE Target)

PoE受電機器設定をリストから選択します。

パワーセーブのモードが PoE Offの場合のみ選択可能となります。

✎ PoE Targetは対応機種（GS908M V2-4PS）のみ表示されます。

■終了時刻　時：分（EndTime）

トリガーの終了時刻を指定します。

■トリガー有効日

曜日リスト：一週間のうちトリガーが有効な曜日にチェックを入れます。

開始/終了日：トリガーが有効な期間の開始日、トリガーが終了する日を指定します。

■対象ポート（Port）

パワーセーブのモードが LED Off、Port Off、PoE Off（GS908M V2-4PSのみ）のいずれかの場合、対象

となるポートを指定します。

PoE Offの場合、1～4番ポートのみ選択可能です。

変更

作成されたトリガーの一覧から、設定を変更したいトリガー番号にチェックを付けて「変更」ボタンをク

リックすると、「トリガー設定-変更」が表示されます。ここでエコトリガーの設定の変更を行います。
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詳細情報表示

作成されたトリガーの一覧から、表示したいトリガー番号にチェックを付けて「詳細情報表示」ボタンをク

リックすると、「トリガー-詳細表示」が表示されます。

表示される項目については、SHOW TRIGGERコマンド（「省エネ機能」の 24ページ）を参照してください。
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ポート LED

ポート LEDの設定を行います。

ポート LEDの詳細については、「省エネ機能」/「概要・基本設定」のエコ LEDをご覧ください。

「省エネ機能」/「概要・基本設定」のエコ LEDでは、コマンドラインインターフェースを使って説明をし

ていますが、Web GUIでも同じことができます。
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ステータス

■ LEDモード

LEDモードの現在の設定を表示します。

基本設定

■ LEDモード（Mode）

LEDモードをリストから選択し、「設定」ボタンをクリックします。

ポート設定

ポートを選択し、「変更」ボタンをクリックすると、「ポート LED-ポート設定」が表示されます。
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■ LED動作（Action）

LEDモードがOFFの場合のアクションをリストから選択します。

LEDの点灯/消灯を設定します。ONを指定するとポート LEDが点灯（ポート LED消灯モード無効）にな

り、OFFを指定するとポート LEDが消灯（ポート LED消灯モード有効）になります。LEDモードがOFF

の場合のみ有効です。

■受信レートしきい値（Rate）

リストから Enable/Disableを選択します。

Enableを選択した場合、ポート LEDを消灯させる受信レートのしきい値をKbps (Kilobits per second)で

指定します。

Disableを選択するとポート LEDは消灯します。

PoE

PoE（Power over Ethernet）給電機能の設定を行います。

✎ PoE給電機能に対応しているのはGS908M V2-4PSのみです。

PoE（Power over Ethernet）給電機能の詳細については、「PoE」/「概要・基本設定」をご覧ください。

「PoE」の章では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしていますが、Web GUIでも同じこと

ができます。
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PoE設定

■電力管理方法

PoE受電機器（PD）の電力管理方法を選択します。使用する電力管理方法をクリックします。

■ログ／トラップ出力しきい値

ログとトラップの出力しきい値を設定します。

■検出方式

PoE受電機器（PD）の検出方式を選択します。使用する検出方式をクリックします。

■ Guard Band

PoE電源最大供給電力のガードバンドを設定します。

■ポート一覧

各ポートの PoE給電機能の情報が一覧で表示されます。

リストの中から設定を変更したいポートにチェックを付けて、「変更ボタン」をクリックすると、「ポート設

定」が表示されます。
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「全ポート変更」ボタンをクリックすると、すべてのポートの設定を変更することができます。

「再表示」ボタンをクリックすると、ポート一覧の情報が更新されます。

ポート設定

「ポート設定」では、各ポートの給電機能の設定を行います。

✎ 1つのポートを選択して「変更」ボタンをクリックした場合は、設定項目には現在の設定値が表示されますが、
複数のポートを選択して「変更」ボタンをクリックした場合には、設定項目にはデフォルト値が表示されます。

■ PoE給電機能有効

ポートで、給電機能を有効にする場合は、チェックを付けます。

ポートで、給電機能を無効にする場合は、チェックを外します。

■給電優先度

各ポートの給電の優先順位を、リストから選択します。

優先度が同一の場合は、ポート番号の小さい方が高プライオリティーとなります。

■出力電力上限値

各ポートの供給電力の上限値を設定します。

出力電力を制限したい場合に使います。

その他

コンソール、Telnet関連機能、および、FTP/TFTPサーバーの設定を行います。

コンソール、Telnet関連機能の詳細については、「運用・管理」/「ターミナルサービス」をご覧ください。

「運用・管理」/「ターミナルサービス」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしています

が、Web GUIでも、次の項目以外は同じことができます。
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• コンソール（ログインセッション）の 1画面当たりの表示行数の設定

• コマンド入力の補完機能の設定

ユーザーインターフェース

コンソール、Telnet関連機能について、設定を行います。

■コンソール (非同期)ポート有効

コンソールポートからのログインを有効にする場合に、チェックを付けます。

コンソールポートからのログインを無効にする場合に、チェックを外します。

■コンソールタイムアウト

コンソールからのログインセッションで、入力待ちの状態が続いたときセッションが切断されるまでの時間

を指定します。

■ Telnet接続有効

Telnetサーバー機能を有効にする場合に、チェックを付けます。
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Telnetサーバー機能を無効にする場合に、チェックを外します。

■ Telnetポート番号

Telnetサーバーのリスニング TCPポートを指定します。

■ Telnetセッション最大数

Telnetセッションの最大接続数をリストから選択します。

■Webインターフェース有効

HTTPサーバーを有効にする場合に、チェックを付けます。

HTTPサーバーを無効にする場合に、チェックを外します。

✎ HTTPサーバーを無効にすると、本製品との通信ができなくなりますので、ご注意ください。

■ HTTPポート番号

HTTPプロトコルのポート番号を指定します。

FTPサーバー

■ FTPサーバー有効

FTPサーバー機能を有効にする場合に、チェックを付けます。

FTPサーバー機能を無効にする場合に、チェックを外します。

■ポート番号

FTPサーバーのリスニング TCPポートを指定します。

TFTP

■ポート番号

TFTPサーバーのUDPポートを指定します。

温度アラーム

■温度しきい値

SFPモジュール装着時に、内部温度の監視しきい値を環境条件にあわせて設定します。内部温度の監視しき

い値を超えた場合にアラーム（SNMPトラップ、ログメッセージ）が出力されます。

40（上限 40℃環境）、45（上限 45℃環境）、50（上限 45℃環境）のどれかを選択します。GS908M V2、

GS924M V2のデフォルトは 45（上限 45℃環境）に設定されています。GS916M V2のデフォルトは 50（上

限 50℃環境）で設定されています。

✎ GS908M V2/GS924M V2で、AT-SPLX40、AT-SPZX80、AT-SPBD80-A/Bの SFPモジュールを装着する場
合は、45（上限 45℃環境）に設定します。

✎ 各アラームが有効に設定されている必要があります。

✎ GS908M V2-4PSでは温度アラームは表示されません。
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FANアラーム

■回転／停止アラーム有効

ファン回転／停止アラームの出力を有効にする場合に、チェックを付けます。

ファン回転／停止アラームの出力を無効にする場合に、チェックを外します。

✎ GS908M V2では FANアラームは表示されません。
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スイッチ設定

ポート

スイッチポートの各種設定を行います。

省電力モード

省電力モードは、リンクしていないスイッチポートへの電力供給を制限し、消費電力を抑える機能です。本

機能の設定は、スイッチポート別ではなく、装置全体に対して機能します。

省電力モードの詳細については、「スイッチング」/「概要・基本設定」をご覧ください。

「スイッチング」/「概要・基本設定」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしています

が、Web GUIでも同じことができます。

省電力モードを有効にするときは、「省電力モード有効」にチェックを付けます。

省電力モードを無効にするときは、「省電力モード有効」のチェックを外します。
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ポート一覧

スイッチポートの情報が一覧で表示されます。

リストの中から設定を変更したいポートにチェックを付けて、「変更」ボタンをクリックすると、「ポート設

定」が表示されます。

「全ポート変更」ボタンをクリックすると、すべてのポートの設定を変更することができます。

リストの中からステータスを表示したいポートにチェックを付けて、「ステータス表示」ボタンをクリックす

ると、「ポートステータス表示」が表示されます。

「再表示」ボタンをクリックすると、ポート一覧の情報が更新されます。

ポート設定

「ポート設定」では、スイッチポートの各種設定を行います。

✎ 「ポート設定」の「設定」ボタンをクリックすると、対象ポートがいったんリンクダウンします。設定内容に変

更がない場合や、ポート名称だけを変更した場合などにもリンクダウンしますのでご注意ください。

✎ 1つのポートを選択して「変更」ボタンをクリックした場合は、設定項目には現在の設定値が表示されますが、
複数のポートを選択して「変更」ボタンをクリックした場合には、設定項目にはデフォルト値が表示されます。

✎ 下記の設定項目は、選択したポートによっては、表示されないものもあります。また、「全ポート変更」ボタンを
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クリックした場合は、すべての項目が表示されますが、設定の必要なポートでのみ、設定は有効になります。

■ポート名称 (Description)

ポート名称を設定します。

■ポート状態 (Status)

スイッチポートの有効/無効をリストから選択します。

■リンク (Link)

スイッチポートのポート状態を無効にしたときの物理的なリンクの有効/無効をリストから選択します。

■フロー制御 (FlowControl)

フローコントロール（Full Duplex時の IEEE 802.3x PAUSE受信）の有効/無効をリストから選択します。

■通信モード (Speed/Duplex)

ポートの通信速度とデュプレックスモードをリストから選択します。

■受信可能フレームタイプ (Acceptable)

受信可能なフレームタイプをリストから選択します。

■極性自動認識 (AutoMDI)

指定したスイッチポートでMDI/MDI-X自動認識を有効（Enable）にするか、無効（Disable）にするか

を、リストから選択します。（GS908M V2、GS908M V2-4PSの SFPポートおよび GS916M V2、GS924M

V2のコンボポートでは無効）

✎ 通信モードで、固定スピード（100 Mbps - Full Duplex、100 Mbps - Half Duplex、10 Mbps - Full Duplex、10
Mbps - Half Duplex）を設定した場合、MDI/MDI-X自動認識は無効になります（有効には変更できません）。
また、固定スピードからオートネゴシエーション（Auto-Negotiate、100 Mbps - Full Auto、100 Mbps - Half
Auto、10 Mbps - Full Auto、10 Mbps - Half Auto、10-100 Mbps Auto）に変更した場合は、MDI/MDI-X
自動認識は無効のまま変わりません。1000MFULLを設定した場合は、MDI/MDI-X自動認識は有効になりま
す（無効にも変更できます）。

■極性 (Polarity)

MDI/MDI-X自動認識を無効にしたときのMDI/MDI-Xの指定を、リストから選択します。（GS908M V2、

GS908M V2-4PSの SFPポートおよびGS916M V2、GS924M V2のコンボポートでは無効）

■コンボポート (Combo)

コンボポートの冗長設定をリストから選択します。（コンボポートのみ設定有効）

ポートステータス表示

スイッチポートの詳細な情報が表示されます。

表示される内容については、SHOW SWITCH PORTコマンド（「スイッチング」の 156ページ）の説明を

参照してください。

✎ GS916M V2、GS924M V2のコンボポートでは、ポートセキュリティーが未サポートであるにもかかわらず、セ
キュリティーモード（SecurityMode）に「Automatic」と表示されます。（コマンドラインインターフェースで
は「Not applicable」と表示）
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プロテクション

パケットストームプロテクション（ブロードキャスト/マルチキャスト/未学習のユニキャストフレームの受

信レートに上限を設定し、パケットストームを防止するための機能）に関する設定を行います。

パケットストームプロテクションの詳細については、「スイッチング」/「概要・基本設定」をご覧ください。

「スイッチング」/「概要・基本設定」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしています

が、Web GUIでも同じことができます。
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パケットストームプロテクション設定

「受信上限カウンタ (Limitation)」に、パケットストームプロテクションで使用するしきい値を設定します。

ポート設定

ポートのパケットストームプロテクションの有効/無効の設定状態が一覧で表示されます。

一覧の中から、設定を変更したいポートにチェックを付け、「変更」ボタンをクリックすると、「パケットス

トームプロテクション設定」が表示されます。

「全ポート変更」ボタンをクリックすると、すべてのポートの設定を変更することができます。

パケットストームプロテクション設定

ブロードキャスト、未学習ユニキャスト、マルチキャストの各パケットに対する、パケットストームプロテ

クションの有効/無効を設定します。
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✎ 1つのポートを選択して「変更」ボタンをクリックした場合は、設定項目には現在の有効/無効の状態が表示され
ますが、複数のポートを選択して「変更」ボタンをクリックした場合には、設定項目は無効として表示されます。

有効にするフレームにチェックを付けます。

無効にするフレームのチェックを外します。

未学習ユニキャストまたはマルチキャストを有効にする場合は、必ずブロードキャストも一緒に有効にして

ください。

有効にできる組み合わせは、次のとおりです。

• ブロードキャストのみ

• ブロードキャストと未学習ユニキャスト

• ブロードキャストとマルチキャスト

• ブロードキャスト、未学習ユニキャストとマルチキャスト

ミラーリング

ポートミラーリング（特定のポートを通過するトラフィックをあらかじめ指定したミラーポートにコピーす

る機能）に関する設定を行います。

ポートミラーリングの詳細については、「スイッチング」/「概要・基本設定」をご覧ください。

「スイッチング」/「概要・基本設定」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしています

が、Web GUIでも同じことができます。
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■ミラーリング有効

ポートミラーリング機能を有効にする場合に、チェックを付けます。

ポートミラーリング機能を無効にする場合に、チェックを外します。

■ミラーポート (Mirror)

ミラーポートに設定したいポートにチェックを付けます。ミラーポートは、1ポートのみ設定が可能です。

ミラーポートを解除したいポートのチェックを外します。

■ソースポート (Source)

ソースポートに設定したいポートにチェックを付けます。

ソースポートを解除したいポートのチェックを外します。

■トラフィックの向き (Direction)

ミラーリングするトラフィックの向きをリストから選択します。

✎ ミラーリング機能を無効にすると、「ミラーリング有効」以外の設定も削除されます。

トランキング

ポートトランキング（複数の物理ポートを束ねてスイッチ間の帯域幅を拡大する機能）に関する設定を行い

ます。

ポートトランキングの詳細については、「スイッチング」/「概要・基本設定」をご覧ください。

「スイッチング」/「概要・基本設定」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしています

が、Web GUIでも同じことができます。
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トランクグループの作成

「追加」ボタンをクリックすると、「トランク設定 -追加」が表示されます。

次の項目を設定します。
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■トランクグループ名 (TrunkGroupName)

トランクグループ名を入力します。

■通信速度 (Speed)

トランクポートの通信速度をリストから選択します。

■ポート (Ports)

トランクグループに追加するポートにチェックを付けます。1グループには最大 8ポートまで追加可能です。

また、非連続な設定も可能です。

トランクグループから削除するポートのチェックを外します。

✎ 100MSFPはトランクポートに設定できません。

トランクグループの設定変更

作成されたトランクグループの一覧から、設定を変更したいトランクグループ名を選択して「変更」ボタンを

クリックすると、「トランク設定 -変更」が表示されます。ここでトランクグループの設定変更を行います。

トランクグループの削除

作成されたトランクグループの一覧から、設定を変更したいトランクグループ名にチェックを付けて「削除」

ボタンをクリックすると、確認のダイアログボックスが表示されます。「OK」ボタンをクリックすると、ト

ランクグループは削除されます。「キャンセル」ボタンをクリックすると、トランクグループは削除されま

せん。

バーチャル LAN

バーチャル LAN（VLAN）（スイッチの設定によって論理的にブロードキャストドメインを分割する機能）

に関する設定を行います。

バーチャル LANの詳細については、「バーチャル LAN」/「概要・基本設定」をご覧ください。

「バーチャル LAN」/「概要・基本設定」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしていま

すが、Web GUIでも同じことができます。
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バーチャル LAN設定

■ IPインターフェース (VLAN)

マネージメントポートの所属 VLANが表示されます。

■イングレスフィルタリング有効

イングレスフィルタリングを有効にする場合に、チェックを付けます。

イングレスフィルタリングを無効にする場合に、チェックを外します。

VLANの作成

「追加」ボタンをクリックすると、「VLAN設定 -追加」が表示されます。
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次の項目を設定します。

■ VLAN名 (VlanName)

VLAN名を入力します。

■ VID

VLAN IDを入力します。

802.1Qタグ VLAN

802.1Qタグ VLANを作成するときにチェックを付けます。

■ポート (Ports)

作成した VLANに、タグ付きポートとして追加したい場合は、対象となるポート番号の横のリストで、「タ

グ付き」を選択します。

作成した VLANに、タグなしポートとして追加したい場合は、対象となるポート番号の横のリストで、「タ

グなし」を選択します。

作成した VLANから削除する場合は、対象となるポート番号の横のリストで、「None」を選択します。

マルチプル VLAN(Protected Port版)

マルチプル VLAN(Protected Port VLAN)を作成する場合に、チェックを付けます。

■ポート (Ports)
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作成した VLANに、タグ付きポートとして追加したい場合は、対象となるポート番号の横のリストで、「タ

グ付き」を選択します。

作成した VLANに、タグなしポートとして追加したい場合は、対象となるポート番号の横のリストで、「タ

グなし」を選択します。

作成した VLANに、アップリンクポートとして追加したい場合は、対象となるポート番号の横のリストで、

「UPLINK」を選択します。

作成したVLANに、クライアントポートとして追加したい場合は、対象となるポート番号の横の「Group」

に、任意のグループ番号を入力します。

作成した VLANから削除する場合は、対象となるポート番号の横のリストで、「None」を選択します。

VLANの設定変更

作成されたVLANの一覧から、設定を変更したいVLAN名にチェックを付けて「変更」ボタンをクリック

すると、「VLAN設定 -変更」が表示されます。ここで VLANの設定変更を行います。

VLANの削除

作成された VLANの一覧から、削除したい VLAN名にチェックを付けて「削除」ボタンをクリックする

と、確認のダイアログボックスが表示されます。「OK」ボタンをクリックすると、VLANは削除されます。

「キャンセル」ボタンをクリックすると、VLANは削除されません。
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クラシファイア

ヘッダー情報に基づいてパケットを分類するクラシファイア機能に関する設定を行います。

クラシファイアの詳細については、「クラシファイア」/「概要・基本設定」をご覧ください。

「クラシファイア」/「概要・基本設定」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしています

が、Web GUIでも同じことができます。

クラシファイア一覧

クラシファイアの追加、変更、削除、全削除を行えます。

「追加」ボタンをクリックすると「クラシファイア‐追加」が表示されます。

クラシファイア 追加/変更
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■クラシファイア番号 (Classifier)

クラシファイア番号を指定します。任意の番号を指定してください。

■クラシファイア名 (Description)

クラシファイアの説明を指定します。（1～31文字。空欄可）

■宛先MACアドレス (MACDAddr)

対象パケットの宛先MACアドレスを指定します。

■宛先MACアドレスマスク (MACDMask)

対象パケットの宛先MACアドレスへのマスクを指定します。

■送信元MACアドレス (MACSAddr)
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対象パケットの送信元MACアドレスを指定します。

■送信元MACアドレスマスク (MACSMask)

対象パケットの送信元MACアドレスへのマスクを指定します。

■フレームフォーマット (EthFormat)

対象パケットのフレームフォーマットを、ANY、ETHII-UNTAGGED、ETHII-TAGGED、ETHII-TAGGED、

802.2-UNTAGGED、802.2-TAGGEDの中から選択します。

■ユーザープライオリティー (Priority)

対象パケットの 802.1pユーザープライオリティー値を指定します。（0～7。空欄、ANY入力可）

■プロトコルフィールド値 (Protocol)

プロトコル名を IP、ARP、RARPから選択、またはプロトコル番号を指定します。

プロトコル番号を指定する場合は、その他を選択しプロトコル番号を指定します。（空欄、ANY入力可）

■バーチャル LAN(VLAN)

VLAN名または VIDを指定します。（空欄、ANY入力可）

■ IP TOS優先度フィールド (IPTOS)

対象パケットの IP TOS優先度（TOSオクテットの precedence）フィールド値を指定します。（0～7。空

欄、ANY入力可）

■ IP DSCPフィールド値 (IPDSCP)

対象パケットの IP DSCP（DiffServ Code Point）フィールド値を指定します。（0～63。空欄、ANY入力可）

■ IPプロトコルフィールド値 (IpProtocol)

IPプロトコル名を TCP、UDP、ICMP、IGMPから選択、または IPプロトコル番号を指定します。

IPプロトコル番号を指定する場合は、その他を選択し IPプロトコル番号を指定します。（空欄、ANY入

力可）

■始点 IPアドレス (IPSAddr)

対象パケットの始点 IPアドレスを指定します。（空欄可）

■始点 IPアドレスマスク

対象パケットの始点 IPアドレスへのマスクを指定します。（空欄可）

■終点 IPアドレス (IPDAddr)

対象パケットの終点 IPアドレスを指定します。（空欄可）

■終点 IPアドレスマスク

対象パケットの終点 IPアドレスへのマスクを指定します。（空欄可）

■ TCP始点ポート (TCPSPort)

対象パケットの TCP始点ポートを指定します。（0～65535。複数指定は不可。空欄、ANY入力可）

■ UDP始点ポート (UDPSPort)

対象パケットのUDP始点ポートを指定します。（0～65535。複数指定は不可。空欄、ANY入力可）

■ TCP終点ポート (TCPDPort)

対象パケットの TCP終点ポートを指定します。（0～65535。複数指定は不可。空欄、ANY入力可）

■ UDP終点ポート (UDPDPort)
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対象パケットのUDP終点ポートを指定します。（0～65535。複数指定は不可。空欄、ANY入力可）

■ TCP制御フラグフィールド値 (TCPFlags)

対象パケットの TCP制御フラグのフィールド値を、ANY、URG、ACK、PSH、RST、SYN、FINから指

定します。

QoS

パケットごとに送信時の優先度を変化させるQoS（Quality of Service）機能に関する設定を行います。

QoSの詳細については、「QoS」/「概要・基本設定」をご覧ください。

「QoS」/「概要・基本設定」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしていますが、Web

GUIでも、次の項目以外は同じことができます。

• QoSの設定の消去

QoS基本設定

■ QoS有効
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QoSを有効にする場合にチェックを付けます。

QoSを無効にする場合、チェックを外します。

✎ 設定変更後は、設定を保存し、システムを再起動してください。設定はシステムの再起動後に有効になります。

■モード (Mode)

QoSスケジューリングのモードをAutoまたは 802.1pから選択します。

■スケジューリング (Scheduling)

使用したいQoSスケジューリング方式にチェックを付けます。

■送信キューの重み付け (HWQueue)

送信キューに重み付けを行います。

■ユーザープライオリティーへの送信キュー割り当て (HWPriority)

QoS（Quality of Service）機能の設定（プライオリティータグフレームのユーザープライオリティー値と、

本製品の送信キューのマッピング）を変更します。

DSCP設定

「DSCP設定」ボタンをクリックすると、「QoS - DSCP設定」が表示されます。

設定を変更するDSCP値にチェックを付け、「変更」ボタンをクリックすると、「QoS DSCP設定」が表示さ
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れます。

「全DSCP変更」ボタンをクリックすると、すべてのDSCPの設定を変更することができます。

✎ 1つの DSCP値を選択して「変更」ボタンをクリックした場合は、設定項目には現在の設定が表示されますが、
複数のDSCP値を選択して「変更」ボタンをクリックした場合には、設定項目はデフォルト値が表示されます。

DSCPテーブルの設定の変更を行います。

■ユーザープライオリティー (Priority)

設定するユーザープライオリティー値をリストから選択します。

ポートプライオリティー

スイッチポートのユーザープライオリティー値を指定します。

ポートプライオリティーのポート一覧で、変更するポート番号にチェックを付け、「変更」ボタンをクリック

すると、「QoS -ポート設定」が表示されます。

「全ポート変更」ボタンをクリックすると、すべてのポートの設定を変更することができます。
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✎ 1つのポート番号を選択して「変更」ボタンをクリックした場合は、設定項目には現在の設定が表示されますが、
複数のポート番号を選択して「変更」ボタンをクリックした場合には、設定項目はデフォルト値が表示されます。

■ユーザープライオリティー (Priority)

スイッチポートのユーザープライオリティー値を指定します。

ポリシーベースQoS

ユーザーが定義したポリシーに基づき、各種トラフィックに任意のサービスレベルを割り当てるポリシー

ベースQoS（Quality of Service）機能に関する設定を行います。

ポリシーベースQoSの詳細については、「QoS」/「ポリシーベースQoS」をご覧ください。

「QoS」/「ポリシーベースQoS」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしていますが、

Web GUIでも同じことができます。
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QoSポリシー一覧

QoSポリシーの追加、変更、削除、全削除を行えます。

「追加」ボタンをクリックすると「QoSポリシー－追加」が表示されます。

QoSポリシー 追加/変更
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■ QoSポリシー番号（Policy）

作成するQoSポリシーの番号を指定します。（0～255）

■ QoSポリシー名（Description）

作成するQoSポリシーの説明を指定します。（1～31文字。空欄可。空白を含んでよい）

■ IP DSCPフィールド上書き（RemarkInDscp）

IPヘッダーのDSCP（DiffServ Code Point）フィールドの値を書き換えるかどうかをALL（すべて書き換

える）またはNONE（書き換えない）から選択します。

■ IP DSCPフィールド値（InDscpOverWrite）

IPヘッダーのDSCP（DiffServ Code Point）フィールドに書き込む値を指定します。（0～63、NONE入

力可）

■ IP ToSフィールド値（TOS）

IPヘッダーの TOSフィールドの値を指定します。（0～7、NONE入力可）

■ ToSをプライオリティーに反映（MoveToStoPriority）

IPヘッダーの TOSフィールドの値をプライオリティーに反映させるかどうかを YesまたはNoから選択し

ます。

■プライオリティーを ToSに反映（MovePrioritytoToS）

プライオリティー値を TOSフィールドの値に反映させるかどうかを YesまたはNoから選択します。

■ミラーリング（SendToMirror）
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クラシファイアの条件に当てはまるパケットをミラーリングするかどうかを YesまたはNoから選択します。

■トラフィッククラス（TrafficClassList）

QoSポリシーに対応づけるトラフィッククラス番号を指定します。（0～511。ハイフン、カンマでの複数指

定可）

■入力ポート（IngressPort）

QoSポリシーを割り当てる入力ポートを指定します。（ハイフン、カンマでの複数指定可）

■出力ポート（EgressPort）

QoSポリシーを割り当てる出力ポートを指定します。

■出力先ポート（RedirectPort）

トラフィックの出力先ポートを指定します。

トラフィッククラス一覧

トラフィッククラスの追加、変更、削除、全削除を行えます。

「追加」ボタンをクリックすると「トラフィッククラス一覧－追加」が表示されます。

トラフィッククラス一覧 追加/変更
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■トラフィッククラス番号（TrafficClass）

作成するトラフィッククラスの番号を指定します。（0～511）

■トラフィッククラス名 (Description)

作成するトラフィッククラスの説明を指定します。（1～31文字。空欄可。空白を含んでよい）

■最大帯域超過アクション（ExceedAction）

トラフィッククラスに割り当てられた最大帯域を超えた場合の処理をDROP（破棄）または REMARK（IP

ヘッダーのDSCPフィールド値を「上書きDSCP値」で指定した値に書き換えて転送）から選択します。

■上書きDSCP値（ExceedRemarkValue）

「最大帯域超過アクション」で REMARKを選択した場合に、IPヘッダーのDSCP（DiffServ Code Point）

フィールドに書き込む値を指定します。（0～63）

「最大帯域超過アクション」で REMARKを選択した場合のみ、指定可能となります。

■ IP DSCPフィールド値（MarkValue）

IPヘッダーのDSCP（DiffServ Code Point）フィールドに書き込む値を指定します。（0～63、NONE入

力可）

■最大帯域幅（MaxBandWidth）

トラフィッククラスに割り当てる最大帯域幅（Mbps）を指定します。（0～100）

■バーストサイズ (BurstSize)

トラフィッククラスのバッファのサイズ（Kbps）を指定します。（4～512）

✎ 「バーストサイズ」を指定する場合は、「最大帯域幅」も設定しなければ機能しません。

■プライオリティー (Priority)

トラフィッククラスで設定するプライオリティーの値を指定します。（0～7）

■プライオリティー上書き (RemarkPriority)

受信パケットのユーザープライオリティー値を、「プライオリティー」で設定した値で上書きするかどうかを

YesまたはNoから選択します。

■ IP ToSフィールド値（TOS）

IPヘッダーの TOSフィールドの値の値を指定します。（0～7、NONE入力可）

■ ToSをプライオリティーに反映（MoveToStoPriority）

IPヘッダーの TOSフィールドの値をプライオリティーに反映させるかどうかを YesまたはNoから選択し

ます。

■プライオリティーを ToSに反映（MovePrioritytoToS）

プライオリティー値を TOSフィールドの値に反映させるかどうかを YesまたはNoから選択します。

■フローグループ番号

トラフィッククラスに対応づけるフローグループ番号を指定します。（0～1023。ハイフン、カンマでの複数

指定可）

フローグループ一覧
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フローグループの追加、変更、削除、全削除を行えます。

「追加」ボタンをクリックすると「フローグループ一覧－追加」が表示されます。

フローグループ一覧 追加/変更

■フローグループ番号（FlowGroup）

作成するフローグループの番号を指定します。（0～1023）

■フローグループ名（Description）

作成するフローグループの説明を指定します。（1～31文字。空欄可。空白を含んでよい）

■ IP DSCPフィールド値（MarkValue）

IPヘッダーのDSCP（DiffServ Code Point）フィールドに書き込む値を指定します。（0～63、NONE入

力可）

■プライオリティー (Priority)

フローグループで設定するプライオリティーの値を指定します。（0～7）

■プライオリティー上書き (RemarkPriority)

受信パケットのユーザープライオリティー値を、「プライオリティー」で設定した値で上書きするかどうかを

YesまたはNoから選択します。

■ IP ToSフィールド値（TOS）

IPヘッダーの TOSフィールドの値を指定します。（0～7、NONE入力可）

■ ToSをプライオリティーに反映（MoveToStoPriority）
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IPヘッダーの TOSフィールドの値をプライオリティーに反映させるかどうかを YesまたはNoから選択し

ます。

■プライオリティーを ToSに反映（MovePrioritytoToS）

プライオリティー値を TOSフィールドの値に反映させるかどうかを YesまたはNoから選択します。

■クラシファイア（ClassifierList）

フローグループに対応づけるクラシファイア番号を指定します。（0～9999。ハイフン、カンマでの複数指

定可）

RSTP

ラピッドスパニングツリープロトコルの設定を行います。

スパニングツリーの詳細については、「スパニングツリープロトコル」/「概要・基本設定」をご覧ください。

「スパニングツリープロトコル」/「概要・基本設定」では、コマンドラインインターフェースを使って説明

をしていますが、Web GUIでも、次の項目以外は同じことができます。

• ラピッドスパニングツリープロトコル（Rapid STP）の設定の消去
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ステータス

Rapid STPの設定情報、動作状況が表示されます。

表示される項目は、SHOW STPコマンド（「スパニングツリープロトコル」の 51ページ）の説明を参照し

てください。

基本設定

Rapid STPドメインのブリッジ設定、スパニングツリーパラメーターを設定します。

■スパニングツリー有効

Rapid STPを有効にするポートにチェックを付けます。

Rapid STPを無効にするポートはチェックを外します。

■ RSTPの動作モード (RstpType)

Rapid STPの動作モードを選択します。

RSTP BPDUを使う (Nomal)：RSTP BPDUを使う場合に選択します。

標準 BPDUを使う (STP Compatible)：RSTPの設定を使用するが、STP BPDUを使う場合に選択します。

■ハロータイム (HelloTime)

ハロータイム（ルートブリッジが BPDU（Bridge Protocol Data Unit）を送信する間隔）を設定します。

■最大エージタイム (MaxAge)

最大エージタイム（ルートブリッジから BPDUが届かなくなったことを認識するまでの時間）を設定します。

■ブリッジプライオリティー (Priority)

ブリッジプライオリティーを 4096の倍数で設定します。

■フォワードディレイタイム (ForwardDelay)

フォワードディレイタイム（ネットワーク構成の変更後に、ルートブリッジ内のポートがディスカーディン

グからラーニング、ラーニングからフォワーディング状態に遷移するまでの最大時間）を設定します。

ポート設定

指定した Rapid STPドメインのポートのスパニングツリーパラメーターを変更します。

「ポート設定」ボタンをクリックすると、ポート状態の一覧が表示されます。
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設定を変更するポート番号にチェックを付け、「変更」ボタンをクリックすると、「スパニングツリー -ポー

ト設定」が表示されます。

「全ポート変更」ボタンをクリックすると、すべてのポートの設定を変更することができます。

「再表示」ボタンをクリックすると、ポート状態の表示が更新されます。
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✎ 1つのポートを選択して「変更」ボタンをクリックした場合は、設定項目には現在の設定が表示されますが、複
数のポートを選択して「変更」ボタンをクリックした場合には、設定項目はデフォルト値が表示されます。

■プライオリティー (Priority)

ポートプライオリティーを設定します。

■パスコスト (Cost)

パスコストを設定します。

■ポイントツーポイント (Point-to-Point)

該当ポートが他のブリッジとポイントツーポイントで接続されているかどうかをリストから選択します。

■エッジポート (Edge)

該当ポートがエッジポートかどうかをリストから選択します。

MSTP

マルチプルスパニングツリープロトコル（MSTP）の設定を行います。

MSTPの詳細については、「スパニングツリープロトコル」/「Multiple STP」をご覧ください。

「スパニングツリープロトコル」/「Multiple STP」では、コマンドラインインターフェースを使って説明

をしていますが、Web GUIでも、次の項目以外は同じことができます。

• マルチプルスパニングツリープロトコルの設定の消去
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ステータス

マルチプルスパニングツリープロトコル（MSTP）の設定情報、動作状況が表示されます。

表示される項目は、SHOW MSTPコマンド（「スパニングツリープロトコル」の 41ページ）の説明を参照

してください。

基本設定

MSTPドメインのブリッジ設定、パラメーターを設定します。

■マルチプルスパニングツリー有効

MSTPを有効にするポートにチェックを付けます。
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MSTPを無効にするポートはチェックを外します。

■MSTリージョン名 (ConfigName)

MSTリージョン名を設定します。

■ハロータイム (HelloTime)

ハロータイム（ルートブリッジが BPDU（Bridge Protocol Data Unit）を送信する間隔）を設定します。

■最大エージタイム (MaxAge)

最大エージタイム（ルートブリッジから BPDUが届かなくなったことを認識するまでの時間）を設定します。

■リビジョン (RevisionLevel)

MSTリージョン設定のリビジョンを設定します。

■フォワードディレイタイム (ForwardDelay)

フォワードディレイタイム（ネットワーク構成の変更後に、ルートブリッジ内のポートがディスカーディン

グからラーニング、ラーニングからフォワーディング状態に遷移するまでの最大時間）を設定します。

■最大ホップ数 (MaxHops)

最大ホップ数を設定します。

■MSTP動作モード (ProtocolVersion)

MSTPの動作モードを設定します。

MSTP：MSTP BPDUを使う

STPCOMPATIBLE：MSTPの設定を使用するが、STP BPDUを使う

CIST/MSTインスタンス一覧

CIST、MSTインスタンスの一覧を表示します。

「追加」をクリックすると「MSTインスタンス -追加」が表示されます。

インスタンス ID「0（CIST）」にチェックを入れ、「変更」をクリックすると「CIST -変更」が表示されます。

「0（CIST）」以外のインスタンス IDにチェックを入れ、「変更」をクリックすると「MSTインスタンス -

変更」が表示されます。

インスタンス ID「0（CIST）」にチェックを入れ、「ポート設定」をクリックすると「ポート設定/インスタ

ンス ID 0（CIST）」が表示されます。

「0（CIST）」以外のインスタンス IDにチェックを入れ、「ポート設定」をクリックすると「ポート設定/イ

ンスタンス ID xx」が表示されます。

MSTインスタンス追加

66 CentreCOM GS900M V2シリーズ コマンドリファレンス 2.3.2
613-001180 Rev.E

Web GUI



スイッチ設定

■MSTインスタンス（MSTI）

MSTインスタンス IDを設定します。

■プライオリティー（Priority）

該当MSTインスタンスにおけるブリッジプライオリティーを設定します。

■所属 VLAN一覧

MSTインスタンスに割り当てられている VLANの一覧を表示します。

■ VLAN設定

MSTインスタンスに割り当てる VLANを追加します。

CIST変更
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■プライオリティー（Priority）

該当MSTインスタンスにおけるブリッジプライオリティーを設定します。

■所属 VLAN一覧

MSTインスタンスに割り当てられている VLANの一覧を表示します。

MSTインスタンス変更
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■MSTインスタンス（MSTI）

MSTインスタンス IDを設定します。

■プライオリティー（Priority）

該当MSTインスタンスにおけるブリッジプライオリティーを設定します。

■所属 VLAN一覧

MSTインスタンスに割り当てられている VLANの一覧を表示します。

■ VLAN設定

MSTインスタンスに割り当てる VLANを変更します。

ポート設定/インスタンス ID 0（CIST）

指定したMSTPドメインのポートのスパニングツリーパラメーターを変更します。
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設定を変更するポート番号にチェックを付け、「変更」ボタンをクリックすると、「CIST -ポート設定」が表

示されます。

「全ポート変更」ボタンをクリックすると、すべてのポートの設定を変更することができます。

「再表示」ボタンをクリックすると、ポート状態の表示が更新されます。
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✎ 1つのポートを選択して「変更」ボタンをクリックした場合は、設定項目には現在の設定が表示されますが、複
数のポートを選択して「変更」ボタンをクリックした場合には、設定項目はデフォルト値が表示されます。

■プライオリティー (Priority)

ポートプライオリティーを設定します。

■ External Path Cost

CISTルートブリッジが所属するリージョンまでのパスに対するポート通過コストを設定します。

■ Internal Path Cost(Cost)

CISTリージョナルルート（MSTリージョン内における CISTツリーのルートブリッジ）までのパスに対す

るポート通過コストを設定します。

■ポイントツーポイント (Point-to-Point)

該当ポートが他のブリッジとポイントツーポイントで接続されているかどうかをリストから選択します。

■エッジポート (Edge)

該当ポートがエッジポートかどうかをリストから選択します。

ポート設定/インスタンス ID xx

指定したMSTPドメインのポートのスパニングツリーパラメーターを変更します。
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設定を変更するポート番号にチェックを付け、「変更」ボタンをクリックすると、「MSTインスタンス -ポー

ト設定」が表示されます。

「全ポート変更」ボタンをクリックすると、すべてのポートの設定を変更することができます。

「再表示」ボタンをクリックすると、ポート状態の表示が更新されます。
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✎ 1つのポートを選択して「変更」ボタンをクリックした場合は、設定項目には現在の設定が表示されますが、複
数のポートを選択して「変更」ボタンをクリックした場合には、設定項目はデフォルト値が表示されます。

■プライオリティー（Priority）

ポートプライオリティーを設定します。

■パスコスト（Cost）

パスに対するポート通過コストを設定します。

IGMP Snooping

IGMP Snooping（VLAN環境において不要なマルチキャストトラフィックをフィルタリングする機能）に

関する設定を行います。

IGMP Snoopingの詳細については、「IGMP Snooping」/「概要・基本設定」をご覧ください。

「IGMP Snooping」/「概要・基本設定」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしていま

すが、Web GUIでも同じことができます。

設定
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■ IGMP Snooping有効

IGMP Snoopingを有効にする場合に、チェックを付けます。

IGMP Snoopingを無効にする場合に、チェックを外します。

■タイムアウト時間 (Timeout)

IGMP Snooping有効時、グループが作成後Membership Reportを受信しなくなってから、グループを削

除するまでの時間を設定します。

■マルチキャストアドレス最大学習数（NumberMulticastGroup）

マルチキャストアドレスの最大登録数を設定します。

■ルーターポート（RouterPort）

Auto、None、Selectから選択します。

Selectを選択した場合、ルーターポートに設定するポートにチェックを入れます。

IPマルチキャストアドレス一覧

現在登録されている IPマルチキャストアドレスを表示します。

IPマルチキャストアドレス-追加

IPマルチキャストアドレスを追加します。

■ IPマルチキャストアドレス（MCGroup）

IGMP Snoopingの対象となる IPマルチキャストアドレスを指定します。

■連続作成（Number）

同時に追加するマルチキャストグループ数を指定します。
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■ルーターポート（RouterPort）

IGMP Snoopingにおいてルーターポートで受信したマルチキャストパケットの転送先となるメンバーポー

トにチェックを付けます。

MLD Snooping

MLD Snoopingは、VLAN環境において不要な IPv6マルチキャストトラフィックをフィルタリングする

機能です。

設定

■MLD Snooping有効

MLD Snoopingを有効にする場合に、チェックを付けます。

MLD Snoopingを無効にする場合に、チェックを外します。

■タイムアウト時間（Timeout）

該当グループのMulticast Listener Reportを受信できなくなってから、グループを削除するまでの時間を

指定します。
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■マルチキャストアドレス最大学習数（NumberMulticastGroup）

マルチキャストアドレスの最大登録数を設定します。

■ルーターポート（RouterPort）

Auto、None、Selectから選択します。

Selectを選択した場合、ルーターポートに設定するポートにチェックを入れます。

マルチキャストグループ一覧

マルチキャストグループの一覧を表示します。

マルチキャストグループ-追加

「追加」ボタンをクリックすると、「マルチキャストグループ-追加」が表示されます。

■マルチキャストグループアドレス（MCGroup）

MLD Snoopingの対象となる IPv6マルチキャストグループアドレスを指定します。

■ルーターポート（Ports）

MLD Snoopingにおいてルーターポートで受信したマルチキャストパケットの転送先となるメンバーポー

トにチェックを付けます。

DHCP Snooping

DHCP Snoopingは、DHCPサーバー・クライアント間でやりとりされるDHCPメッセージを監視して動

的な IPソースフィルタリングを行う機能です。

DHCP Snoopingの詳細については、「スイッチング」/「DHCP Snooping」をご覧ください。
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基本設定

DHCP Snoopingの基本設定を行います。

✎ 本設定の前に、本体との接続ポートを Trustedポートに設定してくだい。デフォルトのまま本機能を有効にする
と、本体との通信ができなくなります。

■ DHCP Snooping有効

DHCP Snoopingを有効にする場合は、チェックを付けます。

DHCP Snoopingを無効にする場合は、チェックを外します。
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■ ARPセキュリティー有効

ARPセキュリティーを有効にする場合は、チェックを付けます。

ARPセキュリティーを無効にする場合は、チェックを外します。

■オプションコード 82有効

リレーエージェント情報オプションの処理機能を有効にする場合は、チェックを付けます。

リレーエージェント情報オプションの処理機能を無効にする場合は、チェックを外します。

■チェック間隔 (CheckInterval)

バインディングデータベースのチェック間隔を指定します。（1～3600秒）

■クライアント情報削除条件 (CheckOptions)

クライアント情報を削除する条件を選択します。

■ログ機能

ログ機能を使用する場合に、ログに記録するイベントの種類を選択します。

■ポート設定

ポートごとの設定をメインエリアに表示します。

設定の変更は、ポート設定欄で変更したいポートにチェックを付けて「変更」ボタンをクリックするか、「全

ポート変更」ボタンをクリックします。「DHCP Snooping－ポート設定」が表示されます。

DHCP Snooping－ポート設定

ポートの設定を変更します。

■最大許可クライアント数 (MaxLeases)

指定ポート経由の IP通信を許可するクライアント数を指定します。（0～5）

■ Subscriber-ID

指定ポートの Subscriber-IDを指定します。（最大 50文字。空欄可）
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■ポート種別

DHCP Snoopingにおけるポート種別を、Trustedまたは Untrustedから選択します。

バインディングデータベースエントリー一覧

バインディングデータベースに登録されたクライアントを表示します。

バインディングデータベースクライアント情報 -追加

バインディングデータベースにクライアントを追加します。

■MACアドレス (Binding)

クライアントのMACアドレスを指定します。（大文字・小文字のどちらでも入力可）

■所属 VLAN(Interface)

クライアントの所属 VLAN名、または VIDを指定します。

■ IPアドレス (IP)

クライアントの IPアドレスを指定します。

■接続ポート (Port)

クライアントが接続している接続ポートを選択します。（複数ポートの選択不可）

MACアドレスフィルタリング設定一覧

MACアドレスフィルタリングの設定情報を表示します。
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MACアドレスフィルタリングエントリー 追加/変更

MACアドレスフィルタリング一覧にエントリーを追加します。

■フィルター番号 (MacFilter)

エントリーの IDを指定します。（1～999）

■対象MACアドレス (Address)

フィルタリング対象装置のMACアドレスを指定します。（大文字・小文字のどちらでも入力可。省略可）

■対象MACアドレスマスク (Mask)

フィルタリング対象装置のMACアドレスへのマスクを指定します。（大文字・小文字のどちらでも入力可。

省略可。省略時は FF-FF-FF-FF-FF-FFを指定）

■アクション (Action)

条件に一致したときのアクションを、Permitまたは Denyから選択します。

■バーチャル LAN(VLAN)

VLAN名または VIDを指定します。（省略可）

■対象ポート (Port)

MACアドレスフィルタリングを割り当てるポートを選択します。（複数ポート指定可）

LDF検出
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LDF（Loop Detection Frame）によりループ発生の検出と動作の保全を行う LDF検出機能に関する設定を

行います。

LDF検出の詳細については、「スイッチング」/「概要・基本設定」をご覧ください。

「スイッチング」/「概要・基本設定」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしています

が、Web GUIでも同じことができます。

■ LDF検出有効

LDF検出を有効にする場合に、チェックを付けます。

LDF検出を無効にする場合に、チェックを外します。

ポート設定

スイッチポートの LDF検出に関する値を設定します。

LDF検出のポート一覧で、変更するポート番号にチェックを付け、「変更」ボタンをクリックすると、「LDF

検出 -ポート設定」が表示されます。

「全ポート変更」ボタンをクリックすると、すべてのポートの設定を変更することができます。
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✎ 1つのポート番号を選択して「変更」ボタンをクリックした場合は、設定項目には現在の設定が表示されますが、
複数のポート番号を選択して「変更」ボタンをクリックした場合には、設定項目はデフォルト値が表示されます。

■ LDF検出時のアクション (Action)

LDFを検出した場合のアクションをリストから選択します。

■ LDF送信間隔 (Interval)

LDFの送信間隔を設定します。

■セキュアフレーム (Secure)

セキュアな LDFを受信するかどうかをリストから選択します。

■ブロックタイムアウト (BlockTimeout)

アクション実行から実行前の状態への自動復旧の有効（Enable）/無効（Disable）をリストから選択しま

す。有効に設定した場合、アクション実行から復旧までの時間を入力します。

受信レート検出

受信レートの検出によりループ発生時の動作の保全を行う受信レート検出機能に関する設定を行います。

受信レート検出の詳細については、「スイッチング」/「概要・基本設定」をご覧ください。

「スイッチング」/「概要・基本設定」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしています

が、Web GUIでも同じことができます。
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■受信レート検出有効

受信レート検出を有効にする場合に、チェックを付けます。

受信レート検出を無効にする場合に、チェックを外します。

ポート設定

スイッチポートの受信レート検出に関する値を設定します。

受信レート検出のポート一覧で、変更するポート番号にチェックを付け、「変更」ボタンをクリックすると、

「受信レート検出 -ポート設定」が表示されます。

「全ポート変更」ボタンをクリックすると、すべてのポートの設定を変更することができます。
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✎ 1つのポート番号を選択して「変更」ボタンをクリックした場合は、設定項目には現在の設定が表示されますが、
複数のポート番号を選択して「変更」ボタンをクリックした場合には、設定項目はデフォルト値が表示されます。

■高レート検出時のアクション (HighRateAction)

受信レートが高レートのしきい値を超えた場合のアクションをリストから選択します。

■高レートしきい値 (HighRateThreshold)

受信レートが高レートのしきい値を設定します。

■低レート検出時のアクション (LowRateAction)

受信レートが低レートのしきい値を超えた場合のアクションをリストから選択します。

■低レートしきい値 (LowRateThreshold)

受信レートが低レートのしきい値を設定します。

■ブロックタイムアウト (BlockTimeout)

アクション実行から実行前の状態への自動復旧の有効（Enable）/無効（Disable）をリストから選択しま

す。有効に設定した場合、アクション実行から復旧までの時間を入力します。

EPSR

イーサネットリングプロテクション（EPSR = Ethernet Protected Switched Ring）のドメインの一覧を表

示します。
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「追加」ボタンをクリックすると、「EPSRドメイン-追加」が表示され、EPSRドメインを追加することがで

きます。

リストの中から設定を変更したい EPSRドメインにチェックを付けて、「変更」ボタンをクリックすると、

「EPSRドメイン-変更」が表示され、EPSRドメインの設定を変更することができます。

リストの中から削除したい EPSRドメインにチェックを付けて、「削除」ボタンをクリックすると、選択した

EPSRドメインが削除されます。

「全削除」をクリックすると作成済みの EPSRドメインがすべて削除されます。「全削除」は PURGE EPSR

と同じです。EPSRの設定はデフォルト状態に戻ります。

「再表示」ボタンをクリックすると、EPSRドメインのリストが更新されます。

表示される項目については、SHOW EPSRコマンド（「スイッチング」の 143ページ）を参照してください。

EPSRドメイン-追加
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■本ドメインを有効にする

EPSRを有効にする場合に、チェックを付けます。

EPSRを無効にする場合に、チェックを外します。

■ EPSRドメイン名（EpsrDomainName）

EPSRドメイン名を入力します。

■モード（Mode）

Aware、Transitから選択可能です。

■マルチキャストアドレス削除 (DeleteMcast)

リングトポロジーチェンジが発生した場合、IGMP Snooping/MLD Snoopingで使用するマルチキャスト

アドレスを FDBから削除するかどうかを Enabled（削除する）/Disabled（削除しない）で設定します。

■コントロール VLAN（ControlVlan）

EPSRドメインの動作を制御するための VLANを VLAN名または、VIDで指定します。
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■データ VLAN一覧

保護対象の VLANの一覧を表示します。

■データ VLAN（DataVlan）

保護対象のVLANをVLAN名または、VIDで指定します。各 EPSRドメインには複数のデータVLANを

指定可能です。

EPSRドメイン-変更

✎ 「EPSRドメイン-変更」では、「EPSRドメイン名（EpsrDomainName）」、「モード（Mode）」、「マルチキャス
トアドレス削除 (DeleteMcast)」、「コントロール VLAN（ControlVlan）」の設定は変更できません。

■本ドメインを有効にする

EPSRを有効にする場合に、チェックを付けます。
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EPSRを無効にする場合に、チェックを外します。

■データ VLAN一覧

保護対象の VLANの一覧を表示します。

■データ VLAN（DataVlan）

保護対象のVLANをVLAN名または、VIDで指定します。各 EPSRドメインには複数のデータVLANを

指定可能です。

UDLD

UDLD（対向機器との間でフレームの到達性を監視する機能）に関する設定を行います。

UDLDの詳細については、「スイッチング」/「UDLD」をご覧ください。

「スイッチング」/「UDLD」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしていますが、Web

GUIでも同じことができます。

基本設定

■プローブメッセージ送信間隔（MessageTime）

UDLDプローブメッセージの送信間隔（秒）を指定します。（7～90）

■ポート閉塞時間（DisableTime）
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Unidirectional検出によるポート閉塞の持続時間（秒）を指定します。（30～86400、NONEを入力すると

無制限に設定）

ポート設定

スイッチポートのUDLDに関する項目を設定します。

UDLDのポート一覧で、変更するポート番号にチェックを付け、「変更」ボタンをクリックすると、「UDLD

-ポート設定」が表示されます。

「全ポート変更」ボタンをクリックすると、すべてのポートの設定を変更することができます。

■ UDLD設定

UDLDの有効（Enable）/無効（Disable）をリストから選択します。

■モード

UDLDを有効にする場合の動作モードをAggressive、Normalから選択します。

その他

Web GUI CentreCOM GS900M V2シリーズ コマンドリファレンス 2.3.2
613-001180 Rev.E

89



スイッチ設定

フォワーディングデータベース

フォワーディングデータベース（FDB）のエージングタイマーに関する設定を行います。

■エージングタイマー有効

エージングタイマーを有効にする場合に、チェックを付けます。

エージングタイマーを無効にする場合に、チェックを外します。

■エージングタイム

エージングタイムを指定します。

BPDUパケット透過

BPDUパケット透過機能の有効/無効を設定します。

■ BPDUパケット透過有効

BPDUパケット透過機能を有効にする場合にチェックを付けます。

BPDUパケット透過機能を無効にする場合にチェックを外します。

EAPパケット透過

EAPパケット透過機能の有効/無効を設定します。

■ EAPパケット透過有効

EAPパケット透過機能を有効にする場合にチェックを付けます。
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EAPパケット透過機能を無効にする場合にチェックを外します。
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セキュリティー設定

ポートセキュリティー

ポートセキュリティー（MACアドレスに基づき、ポートごとに通信を許可するデバイスを制限する機能）

に関する設定を行います。

ポートセキュリティーの詳細については、「スイッチング」/「概要・基本設定」をご覧ください。

「スイッチング」/「概要・基本設定」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしています

が、Web GUIでも同じことができます。

ポート一覧

ポートセキュリティーの状態が一覧で表示されます。

一覧の中から、設定を変更したいポートにチェックを付け、「変更」ボタンをクリックすると、「ポートセキュ

リティー設定」が表示されます。

「再表示」ボタンをクリックすると、表示が更新されます。

ポートセキュリティー設定
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「ポートセキュリティー設定」で、ポートセキュリティーの設定を行います。

✎ 1つのポート番号を選択して「変更」ボタンをクリックした場合は、設定項目には現在の設定が表示されますが、
複数のポート番号を選択して「変更」ボタンをクリックした場合には、設定項目はデフォルト値が表示されます。

■セキュリティーモード

セキュリティーモードをリストの中から選択し、設定します。

■不正アクセス時のアクション（IntrusionAction）

セキュリティーモードで、Limitedまたは Secured指定時に、不正パケット受信時の動作を設定します。

■学習最大値（Learn）

学習可能な送信元MACアドレスの最大数を設定します。

✎ ポートセキュリティーが有効（Secureモード、Limitedモード）なポートに対して、通信を許可するアドレスを
手動登録するには、「機器監視」-「FDB」の「スタティックエントリー登録」で、スタティックMACアドレス
を登録します。

RADIUSサーバー

ユーザー認証、ポート認証で使用する RADIUSサーバー（Remote Authentication Dial In User Server）

の登録および、RADIUSサーバーのアカウンティング機能に関する設定を行います。

RADIUSサーバーの詳細については、「ポート認証」/「概要・基本設定」をご覧ください。

「ポート認証」/「概要・基本設定」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしていますが、

Web GUIでも同じことができます。
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RADIUSアカウント設定

■アカウンティング設定

RADIUSサーバーのアカウンティング機能を有効にする場合にチェックを付けます。

RADIUSサーバーのアカウンティング機能を無効にする場合にチェックを外します。

■アカウンティングポート番号 (ServerPort)

RADIUSサーバーのアカウンティング用UDPポート番号を指定します。

■アカウンティングポート情報蓄積タイプ (Type)

アカウンティング情報を転送して蓄積する場所を、リストから選択します。

■アカウンティングポート開始タイミング（Trigger）

アカウンティング要求パケットをサーバーに送出するタイミングをリストから選択します。

■インターリムパケット送信有効（UpdateEnable）

ユーザーが利用中に、利用状況をサーバーに送信するアカウンティング要求（インターリム）パケットを送

信する場合はチェックを付けます。
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■インターリムパケット送信間隔（Interval）

インターリムパケットを送信する間隔を設定します。

RADIUSクライアント設定

■応答待ち時間（Timeout）

RADIUSサーバーへの要求に対する応答待ち時間を 1～15秒の範囲で設定します。デフォルトは 6秒。

■要求抑制時間（Deadtime）

RADIUSサーバーへの要求が規定回数（1 + RETRANSMITCOUNT回）タイムアウトしたときに、該当

サーバーが「使用不可」であるとみなして同サーバーの使用を抑制する時間を 0～1440分の範囲で設定しま

す。デフォルトは 0分。

■再送回数（Retransmitcount）

RADIUSサーバーへの要求再送回数を 1～5回の範囲で設定します。デフォルトは 3回。

■ RADIUSサーバー無応答時の動作（DEAD-ACTION）

RADIUSサーバーからの応答がないとき、通信を許可する/許可しないを選択します。デフォルトは許可し

ない。

RADIUSサーバー設定

認証サーバーリストで、設定を変更するサーバーにチェックを付け、「変更」ボタンをクリックすると、

「RADIUSサーバー設定」が表示されます。

「RADIUSサーバー設定」で、RADIUSサーバーに関する設定を行います。

■優先順位 (Order)

RADIUSサーバーの優先順位を指定します。「1」固定です。
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■認証用ポート番号 (Port)

RADIUSサーバーの認証用UDPポート番号を指定する。

■サーバー IPアドレス (Server)

RADIUSサーバーの IPアドレスを指定する。

■アカウンティングポート番号 (AccPort)

RADIUSサーバーのアカウンティング用UDPポート番号を指定します。

■共有パスワード (Secret)

RADIUSサーバーとの通信に使う共有パスワードを指定します。

認証用WEBサーバー

Web認証サーバーの設定を行います。

ポート認証の詳細については、「ポート認証」/「概要・基本設定」をご覧ください。

認証用WEBサーバー設定

■認証用WEBサーバー有効

認証用WEBサーバー機能を有効にする場合にチェックを付けます。

認証用WEBサーバー機能を無効にする場合にチェックを外します。

■ポート番号（ServerPort）
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Web認証サーバーの TCPポート番号を設定します。

■リダイレクトURL（RedirectURL）

Web認証の成功後に自動的にジャンプするページのURLを設定します。

メッセージ設定

■メッセージ 1（Message1）

Web認証ログイン画面の表示内容を設定します。

■メッセージ 2（Message2）

Web認証ログイン画面の表示内容を設定します。

■メッセージ 3（Message3）

Web認証ログイン画面の表示内容を設定します。

■メッセージ 4（Message4）

Web認証ログイン画面の表示内容を設定します。

■メッセージ 5（Message5）

Web認証ログイン画面の表示内容を設定します。

ポート認証

ポート単位で LAN上の機器を認証する IEEE 802.1X認証（以下、ポート認証）に関する設定を行います。

ポート認証の詳細については、「ポート認証」/「概要・基本設定」をご覧ください。

「ポート認証」/「概要・基本設定」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしていますが、

Web GUIでも同じことができます。
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ポートアクセス設定

■ポート認証有効

ポート認証モジュールを有効にする場合にチェックを付けます。

ポート認証モジュールを無効にする場合にチェックを外します。

■ 802.1X認証プロトコル（Method）

ポート認証モジュールで使用する認証プロトコルを、リストから選択します。

■ DHCPサーバー（DhcpServer）

認証用DHCPサーバー機能の有効/無効をリストから選択します。

■リースタイム（LeaseTime）

IPアドレスのリース時間を指定します。
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RADIUSサーバー送信用MACアドレスフォーマット設定

MACアドレスのフォーマットを選択します。

ポート一覧

ポートごとのポート認証の設定と状態が一覧で表示されます。

一覧から設定を変更するポートにチェックを付け、「変更」ボタンをクリックすると、「ポート認証 -ポート

設定」が表示されます。

「全ポート変更」ボタンをクリックすると、すべてのポートの設定を変更することができます。

「ログ設定」、「全ポートログ設定」ボタンをクリックすると「認証ログ設定」が表示されます。

ポート設定

「ポート認証 -ポート設定」で、ポートのポート認証の設定を行います。

✎ 1つのポート番号を選択して「変更」ボタンをクリックした場合は、設定項目には現在の設定が表示されますが、
複数のポート番号を選択して「変更」ボタンをクリックした場合には、設定項目はデフォルト値が表示されます。

■ポート認証機能無効

ポートのポート認証機能を無効にしたい場合は、「ポート認証無効」をチェックを付けます。
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■ Supplicantポートの設定

ポートを Supplicantポートに指定したい場合は、「Supplicantポート」にチェックを付け、次の項目を設定

します。
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• 認証方法（PortAuth）：認証方法。802.1X（802.1X認証）のみ

• 応答待ち時間 (AuthPeriod)：AuthenticatorにEAP-Responseパケットを送信した後、Authenticator

からの応答を待つ時間を指定

• 認証失敗時の無通信時間 (HeldPeriod)：認証失敗後、Authenticatorとの通信を試みない期間を指定

• EAPOL-Start最大送信回数 (MaxStart)：EAPOL-Startパケットの最大送信回数を指定

• EAPOL-Start再送間隔 (StartPeriod)：Authenticatorに EAPOL-Startパケットを再送信する間隔

を指定

• ユーザー名 (UserName)：指定スイッチポートが Supplicantとして動作する場合に使うユーザー名

を指定。必ずパスワードと組で指定

• パスワード (UserPassword)：指定スイッチポートが Supplicantとして動作する場合に使うパスワー

ドを指定。必ずユーザー名と組で指定
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■ Authenticatorポートの設定

ポートを Authenticatorポートに指定したい場合は、「Authenticatorポート」にチェックを付け、次の項

目を設定します。

• 認証方法（PortAuth）：認証方法。8021X(802.1X認証)、MACBASED(MACベース認証)、WEB-

BASED(Web認証)、AUTOから選択

• モード（Mode）：Single、Multiから選択

• ポートコントロール (Control)：手動設定によるAuthenticatorポートの状態をリストから選択

• 認証失敗後の通信拒否期間 (QuietPeriod)：Supplicantの認証に失敗した後、Supplicantとの通信

を拒否する期間を指定

• Supplicant再認証 (ReauthEnabled)：Supplicantポートの再認証を行うかどうかをリストから選択

• Supplicant再認証間隔 (ReauthPeriod)：Supplicantの再認証間隔を指定
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• Supplicantタイムアウト時間 (SuppTimeout)：Supplicantに EAP-Requestを送信した後、Suppli-

cantからの応答を待つ時間を指定

• EAPOL-Requestの最大送信回数 (MaxReq)：Supplicantに対する EAPOL-Requestパケットの最

大再送回数を指定

• Serverタイムアウト時間 (ServerTimeout)：RADIUSサーバーに Access-Requestを送信した後、

RADIUSサーバーからの応答を待つ時間を指定

• EAPOL再送間隔 (TxPeriod)：Supplicantに EAPOLパケットを再送信する間隔を指定

• 802.1X認証モード (EapolVersion)：認証モード。802.1X-2001準拠モード/802.1X-2004準拠モード

を選択

• Piggy backモード (PiggyBack)：Piggy backモードの有効/無効を選択

• ダイナミック VLAN（VlanAssignment）：有効/無効を選択

• ダイナミック VLANタイプ（VlanAssignmentType）：ダイナミック VLANをポート単位で設定す

るか、ユーザー (MACアドレス)単位で設定するかを選択

• ゲスト VLAN（GuestVlan）：有効/無効を選択

• Secure VLAN：On/Offを選択

認証ログ設定

802.1X認証/MACベース認証/WEBベース認証で有効にしたいログタイプの設定を行います。

802.1X認証/MACベース認証/WEBベース認証それぞれで有効にしたいログタイプ（Success：認証成功、

Failure：認証失敗、Logoff：ログオフ）にチェックを付けます。

Supplicant MAC透過設定

「ポート認証 - Supplicant MAC透過設定」で、ポートの Supplicant MAC透過アドレスの設定を行います。
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✎ Supplicant MAC透過設定では、複数のポートを選択することはできません。

■登録 Supplicant MAC

すでに登録されている Supplicant MAC透過アドレスを選択します。

「パラメーター読出し」ボタンをクリックすると、選択した Supplicant MAC透過アドレスが「パラメー

ター設定」に表示されます。

「削除」ボタンをクリックすると、確認のダイアログボックスが表示されます。「OK」ボタンをクリックす

ると、選択したMACアドレスは削除されます。「キャンセル」ボタンをクリックすると、MACアドレスは

削除されません。

「全削除」ボタンをクリックすると、確認のダイアログボックスが表示されます。「OK」ボタンをクリック

すると、該当ポートに登録されたすべての Supplicant MAC透過アドレスが削除されます。「キャンセル」

ボタンをクリックすると、MACアドレスは削除されません。

パラメーター設定

■MACアドレス（MAC）

登録するMACアドレスを指定します。

■ポートコントロール（Control）

手動設定によるAuthenticatorポートの状態をリストから選択します。
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機器監視

システム情報

システム情報を表示します。

ポートの状態表示

ポートの状態は、メインエリアの製品前面の図の中に、下記の状態がグラフィカルに表示されます。

1000BASE-Tポートがリンクしていない状態

Web GUI CentreCOM GS900M V2シリーズコマンドリファレンス 2.3.2
613-001180 Rev.E

105



機器監視

1000BASE-Tポートがリンクしている状態

1000BASE-Tポートがリンクしているが、無効の状態

SFPポートに SFPが挿入されている状態

SFPポートに SFPが挿入されていない状態

SFPがリンクしている状態

SFPがリンクしているが無効の状態

ポートステータス表示

製品前面図の中のポートの部分をクリックすると、「ポートステータス表示」が表示されます。

表示される項目については、SHOW SWITCH PORTコマンド（「スイッチング」の 156ページ）を参照し

てください。
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システム情報の自動更新

システム情報は、1分ごとに自動的に更新されます。

自動更新を行いたくない場合は、「自動更新」の「しない」にチェックを付けます。

また、「表示更新」ボタンをクリックすると、手動で情報を更新することもできます。

自動更新の間隔は 1～99分に変更できます。

✎ 自動更新の間隔、自動更新するかしないかの設定は、Cookieに保存されます。Cookieは、同じコンピューター
からの同じホストに対する設定を保持し、次回の Internet Explorer起動時も、同じ状態になります。Internet
Explorerの設定で、Cookieが無効になっていた場合は、次回の Internet Explorer起動時は、「自動更新する」、
「自動更新の間隔は 1分」の設定になります。
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システム情報/ハードウェア情報/平均 CPU使用率

システムの情報が表示されます。

システム情報/ハードウェア情報で表示される項目については、SHOW SYSTEMコマンド（「運用・管理」

の 203ページ）を参照してください。

平均 CPU使用率で表示される項目については、SHOW CPUコマンド（「運用・管理」の 165ページ）を参

照してください。

詳細情報

「詳細情報表示」ボタンをクリックすると、「システム‐詳細表示」が表示されます。

「システム‐詳細表示」には、SHOW DEBUGコマンド（「運用・管理」の 167ページ）の実行結果が表示

されます。

「詳細情報保存」ボタンをクリックすると、「システム‐詳細表示」で表示される実行結果をテキスト形式で

保存できます。

✎ 詳細情報を保存している最中に画面表示が更新された場合、ファイルの保存ができません。あらかじめシステム

情報の自動更新を「しない」に設定するか、自動更新の間隔を長く設定した上で、保存中は「表示更新」ボタン

をクリックしないようご注意ください。
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ログ

ログやログカウンターを表示します。
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ログカウンター

ログ機能の診断カウンターを表示します。表示される項目については、SHOW LOG COUNTERコマンド

（「運用・管理」の 180ページ）を参照してください。

「ログクリア」ボタンをクリックすると、ログカウンターがリセットされ、メモリー上のログが削除されます。

ログ表示条件

ログの表示順と表示件数を設定します。

「表示順」のリストから、ログの表示順を選択します。

「表示件数」で、表示するログの件数を指定します。

「ログ保存」ボタンをクリックすると、ログがテキスト形式で保存できます。

「ログ表示」ボタンをクリックすると、「ログ -表示」が表示されます。
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統計カウンター

統計情報を表示します。

スイッチカウンター

スイッチングモジュールの統計カウンターを表示します。

表示される項目については、SHOW SWITCH COUNTERコマンド（「スイッチング」の 150ページ）を参

照してください。
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ポート一覧

スイッチポートの統計カウンターの簡易一覧が表示されます。

一覧から詳細を表示するポート番号にチェックを付け、「ポートカウンター表示」ボタンをクリックすると、

「ポートカウンター表示」が表示されます。

「全ポートカウンタークリア」ボタンをクリックすると、すべてのポートのカウンターがクリアされます。

「再表示」ボタンをクリックすると、統計情報が更新されます。

ポートカウンター表示

「ポートカウンター表示」には、統計カウンターの詳細が表示されます。表示される項目については、SHOW

SWITCH PORT COUNTERコマンド（「スイッチング」の 162ページ）を参照してください。

「カウンタークリア」ボタンをクリックすると、表示しているポートのカウンターのみがクリアされます。
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FDB

フォワーディングデータベース（FDB）の内容を表示します。また、スタティックエントリーの追加も行い

ます。

フォワーディングデータベースの詳細については、「フォワーディングデータベース」/「概要・基本設定」

をご覧ください。

「フォワーディングデータベース」/「概要・基本設定」では、コマンドラインインターフェースを使って説

明をしていますが、Web GUIでも同じことができます。
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FDB表示条件

条件を設定することにより、表示するエントリーを絞り込むことができます。

■エントリー種別

エントリーの種別をリストから選択します。

■MACアドレス (MAC)

表示の対象となるアドレスを指定します。

■ VLAN名 (VID)

VLAN名、または VLAN IDを指定します。指定した VLANに所属するエントリーだけが表示されます。

■トランクグループ名

トランクグループ名を指定します。指定したグループに所属するエントリーだけが表示されます。

■ポート

該当MACアドレスを持つ機器が接続されているポートを指定します。

「FDB表示」ボタンをクリックすると、「FDB -表示」が表示されます。
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FDB表示

「FDB -表示」には、設定された条件にあった FDBが表示されます。

「再表示」ボタンをクリックすると、表示が更新されます。

表示される内容については、SHOW SWITCH FDBコマンド（「フォワーディングデータベース」の 14ペー

ジ）を参照してください。

スタティックエントリー登録

FDBに、スタティックエントリー（スイッチフィルター）を登録します。

■ポート番号

Web GUI CentreCOM GS900M V2シリーズコマンドリファレンス 2.3.2
613-001180 Rev.E

115



機器監視

対象となるスイッチポート番号を指定します。

■ VLAN名 (VID)

VLAN名か VLAN ID（VID）を指定します。出力ポートに VLANタグが設定されている場合に指定し

ます。

■MACアドレス

登録するMACアドレスを指定します。

「登録」ボタンをクリックすると、スタティックエントリーが登録されます。

スタティックエントリー削除

■ポート番号

該当エントリーの出力ポート番号を指定します。

■ VLAN名 (VID)

VLAN名か VLAN ID（VID）を指定します。

■MACアドレス

削除するMACアドレスを指定します。

「削除」ボタンをクリックすると、スタティックエントリーが削除されます。

全ダイナミックエントリー削除

「削除」ボタンをクリックすると、ダイナミックに学習したMACアドレスの登録がすべて削除されます。

スタティックに登録したMACアドレスは消去されません。

ポリシーベースQoS

ポリシーベース QoSに割り当てられているクラシファイアごとのカウンターの表示やカウンタークリアが

行えます。

QoSポリシー一覧の中からカウンターを表示したい QoSポリシー番号にチェックを付けて「カウンター表

示」ボタンをクリックすると、「QoSポリシーカウンター表示」が表示されます。

「全カウンター表示」ボタンをクリックすると、すべてのQoSポリシーのカウンターが「QoSポリシーカ

ウンター表示」で表示されます。

QoSポリシー一覧に表示されている QoSポリシーのカウンターを一度にクリアする場合は「全カウンター

クリア」ボタンをクリックします。QoSポリシーごとにカウンターをクリアにする場合は、「QoSポリシー

カウンター表示」で「カウンタークリア」ボタンをクリックします。
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QoSポリシー カウンター表示

カウンターの表示とカウンターのクリアが行えます。

表示される項目については、SHOW QOS POLICY COUNTERコマンド（「QoS」の 70ページ）を参照し

てください。

「カウンタークリア」ボタンをクリックすると、表示しているQoSポリシーのフローグループに割り当てら

れているクラシファイアごとのカウンターをリセットします。
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MSTP

MSTP統計カウンターの簡易一覧を表示します。
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■受信

受信した各種 BPDU（STP/RSTP/MSTP BPDU）の総数を表示します。

■受信破棄

show mstp counterコマンドで表示されるDiscardedセクションの合計を表示します。

■送信

送信した各種 BPDU（STP/RSTP/MSTP BPDU）の総数を表示します。

ポート番号にチェックを入れ、「ポートカウンター表示」ボタンをクリックすると指定ポートのMSTP統計

カウンターを表示します。

表示される項目については、SHOW MSTP COUNTER PORTコマンド（「スパニングツリープロトコル」

の 48ページ）を参照してください。
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IGMP Snooping

IGMP Snoopingの設定を表示します。

表示される項目については、SHOW IGMPSNOOPINGコマンド（「IGMP Snooping」の 14ページ）を参

照してください。
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MLD Snooping

MLD Snoopingの設定を表示します。

表示される項目については、SHOW MLDSNOOPINGコマンド（「MLD Snooping」の 14ページ）を参

照してください。
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DHCP Snooping

DHCP Snoopingの各種情報を表示します。
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バインディングデータベース ダイナミックエントリー削除

指定したポートのダイナミックエントリーをバインディングデータベースから削除します。（複数ポート指

定可）

バインディングデータベース表示
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バインディングデータベースの内容を表示します。

表示される項目については、SHOW DHCPSNOOPING DATABASEコマンド（「スイッチング」の 136

ページ）を参照してください。

統計情報

DHCP Snoopingの統計情報を表示します。

表示される項目については、SHOW DHCPSNOOPING COUNTER コマンド（「スイッチング」の 134

ページ）を参照してください。

「カウンタークリア」ボタンをクリックすると、統計情報をリセットできます。

LDF検出

LDF検出機能によるカウンターの簡易一覧を表示します。

一覧からカウンターをクリアするポート番号にチェックを付け、「カウンタークリア」ボタンをクリックする

と、選択したポートのカウンターがクリアされます。

「全ポートカウンタークリア」ボタンをクリックすると、すべてのポートのカウンターがクリアされます。

「再表示」ボタンをクリックすると、統計情報が更新されます。

表示される項目については、SHOW SWITCH LOOPDETECTIONコマンド（「スイッチング」の 151ペー

ジ）を参照してください。

受信レート検出
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受信レート検出機能によるカウンターの簡易一覧を表示します。

一覧からカウンターをクリアするポート番号にチェックを付け、「カウンタークリア」ボタンをクリックする

と、選択したポートのカウンターがクリアされます。

「全ポートカウンタークリア」ボタンをクリックすると、すべてのポートのカウンターがクリアされます。

「再表示」ボタンをクリックすると、統計情報が更新されます。

表示される項目については、SHOW SWITCH STORMDETECTIONコマンド（「スイッチング」の 166

ページ）を参照してください。

EPSR

EPSRドメインの一覧を表示します。

表示される項目については、SHOW EPSRコマンド（「スイッチング」の 143ページ）を参照してください。
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一覧からカウンターを表示する EPSRドメインにチェックを付け、「カウンター表示」ボタンをクリックす

ると、選択した EPSRドメインのカウンターが表示されます。

EPSRカウンター表示

EPSRドメインの統計統計カウンターが表示されます。

表示される項目については、SHOW EPSR COUNTERコマンド（「スイッチング」の 146ページ）を参照

してください。
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UDLD

UDLDの内容を表示します。また、ポートの閉塞解除も行います

UDLD対向機器表示

UDLDの対向機器の一覧を表示します。

表示される項目については、SHOW UDLD NEIGHBORSコマンド（「スイッチング」の 175ページ）を参

照してください。
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ポート一覧

ポート一覧からUDLD詳細情報を表示したいポートにチェックを付け、「詳細情報表示」ボタンをクリック

すると、「UDLD-ポート詳細情報表示」が表示されます。

「全ポート詳細情報表示」ボタンをクリックすると、すべてのポートのUDLD詳細情報が「UDLD-ポート

詳細情報表示」で表示されます。

「全ポート閉塞解除ボタン」ボタンをクリックすると、すべてのポートのUnidirectional検出によるポート

閉塞状態が解除されます。

UDLD-ポート詳細情報表示

UDLDのポート詳細情報が表示されます。

表示される項目については、SHOW UDLDコマンド（「スイッチング」の 172ページ）を参照してください。
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マネージメント

ポートリセット

スイッチポートをリセットします。リセットを実行すると、オートネゴシエーションプロセスを開始し、ポー

トの統計カウンターをクリアします。

リセットポート選択

リセットするポート番号にチェックを付けます。

「設定」ボタンをクリックすると、選択したポートがリセットされます。

コンフィグファイル

現在の設定内容（メモリー上の設定内容）を保存するスクリプトファイルに関する設定を行います。

コンフィグレーションの詳細については、「運用・管理」/「コンフィグレーション」をご覧ください。

「運用・管理」/「コンフィグレーション」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしていま

すが、Web GUIでも同じことができます。
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設定ファイル

起動時に読み込まれるデフォルトの設定ファイル（起動時設定ファイル）を指定します。

「起動時設定ファイル」には、次回起動時に実行される設定ファイル名が表示されます。

起動時設定ファイルを変更したい場合は、「起動時設定ファイル変更」のリストから、変更したい設定ファイ

ルを選択し、「設定」ボタンをクリックします。

「カレント設定ファイル」には、今回の起動時に実行された設定ファイル名が表示されます。

設定保存

現在の設定内容（メモリー上の設定内容）をスクリプトファイルに保存します。

次の 3つの保存方法の中から 1つを選択し、「設定」ボタンをクリックすると、現在の設定内容が設定ファイ

ルに保存されます。

• 「起動時設定ファイルに保存する」：「起動時設定ファイル」に設定されている設定ファイルに、設定

を保存

• 「既存ファイルに保存する」：選択したファイルに設定を保存

• 「新規ファイルに保存する」：ファイルを新規に作成し、設定を保存
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設定表示

「表示」ボタンをクリックすると、現在の設定内容（メモリー上の設定内容）を設定ファイルと同じ形式で

表示されます。

ファイル管理

ファイルシステム上のファイル一覧が表示されます。

また、設定ファイルのアップロード・ダウンロード、および、ファームウェアのダウンロードが可能です。

ファイル管理は、Internet ExplorerのHTTP機能を利用します。

また、「ポップアップをブロックする」が有効な場合、本機能を使用することはできません。
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「ツール」メニューの「インターネットオプション」を選択し、「プライバシー」の「ポップアップ ブロッ

ク」の設定において、本 IPアドレスを許可する設定としてください。

✎ 本書では、本製品からサーバーなどへのファイルの転送をアップロード、サーバーなどから本製品へのファイル

転送をダウンロードと表現します。

ファイル管理の詳細については、「運用・管理」/「ファイルシステム」をご覧ください。

「運用・管理」/「ファイルシステム」では、コマンドラインインターフェースを使って説明をしています

が、次の項目以外は、Web GUIでも同じことができます。

• フラッシュメモリーの初期化

• ファイルのコピー

Web GUIからのファイル管理には、次の制限があります。
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• ファイル名を変更できない

✎ ファイル名の変更、内容を編集するには、一度設定ファイルをアップロードし、ファイル名の変更、内容の変更

を行ってから、ファイルをダウンロードしてください。

ファイル一覧

ファイルシステム上のファイル一覧が表示されます。

ファイルを選択し、ファイルのアップロード、ファイルの削除が行えます。

設定ファイルの転送

設定ファイルを本製品にダウンロードできます。

ファームウェア情報の変更

■インストール種類

Preferred固定。

■起動時ファームウェア

次回、起動時に動作させるファームウェアを指定します。

■稼働中ファームウェア

稼働中のファームウェアを表示します。

ファームウェアの転送

本製品にファームウェアをダウンロードし、ファームウェアの更新を行います。

■転送したファームウェアを、起動時ファームウェアに設定する

転送したファームウェアを、次回、起動時に動作させる場合は、チェックを入れます。

■ファームウェア更新後、自動的に再起動する

ファームウェア更新後、自動的に再起動する場合はチェックを入れます。

Internet Explorer 7以上を使用する場合の注意

Internet Explorer 7以上を使用し、コンフィグファイルやファームウェアを転送する場合、事前に以下の設

定を実行してください。

■設定

1. 「ツール」メニューの「インターネットオプション」を選択し、「セキュリティ」タブを開きます。

2. 「インターネット」ゾーンの「レベルのカスタマイズ」で「サーバーにファイルをアップロードする

ときローカルディレクトリのパスを含める」を「有効にする」に設定します。

✎ 本設定は、Internet Explorer 7ではデフォルト有効に、Internet Explorer 8ではデフォルト無効になっ
ています。
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Internet Explorer 8を使用する場合の注意

Internet Explorer 8で SmartScreenフィルター機能を有効にしていると、設定ファイルの取得に時間がか

かる場合があります。この現象を回避するには、以下の方法を実行してください。

■設定

1. 「ツール」メニューの「インターネットオプション」を選択し、「セキュリティ」タブを開きます。

2. 「ローカルイントラネット」を選択して「サイト」ボタンをクリックし、「ローカルイントラネット」

画面にて「詳細設定」ボタンをクリックします。

3. ファイルダウンロード元のサイトを入力し、「追加」ボタンをクリックして、すべての画面を閉じます。

✎ ファイルのダウンロード完了後、設定を元に戻すことを推奨します。

再起動

システムの再起動確認のダイアログボックスが表示されます。

「OK」ボタンをクリックすると、システムが再起動されます。

「キャンセル」ボタンをクリックすると、元の設定画面に戻ります。

本製品の設定を変更した後、設定を保存しない（メニューエリアの「保存」ボタンが赤い状態）で再起動を

選択すると、再起動確認のダイアログボックスに、設定が保存されていないというメッセージが表示されま

Web GUI CentreCOM GS900M V2シリーズコマンドリファレンス 2.3.2
613-001180 Rev.E

135



マネージメント

す。設定を保存したい場合は、「キャンセル」ボタンをクリックし、設定を保存してから、再度、再起動を

行ってください。「OK」ボタンをクリックすると、設定は保存されません。
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